
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年（2021 年）９月 

滋賀県甲賀市 

 

第４次甲賀市行政改革大綱 

徹底的な行政改革による      

持続可能な自治体経営 
 



 

はじめに  

 

急速に進む人口減少や少子高齢化は、私たちの仕事や家庭生活に様々な影響を及ぼして

います。そのような中で、新しいアイデアから新たな価値観や、ライフスタイルがより豊

かになる発展モデルを創出することが、今を生きる私たちの責任です。 

更に、新型コロナウイルス感染症の世界的な流行により人々の暮らしは変化を余儀なく

され、これまで当たり前とされてきた物の見方や考え方、社会の価値観にも大きな変化が

もたらされています。こうした変化に対応するため、社会の仕組み自体の改革が求められ

る中で、デジタル化の流れが加速しており、行政においても抜本的な改革が求められてい

ます。 

これからの４年間は、アフターコロナと言われる時代の大きな転換期を迎え、自治体運

営の力量が今まで以上に試されることが想定されます。 

本市が「選ばれるまち」を目指すためには、中長期的な視点にたった基盤整備と併せ、

ヒト・モノ・財源・情報を最大限に活かす行政システムを構築することが不可欠です。そ

のためには、あらゆる分野においてこれまでの既成概念を捨て、聖域のない改革を進める

とともに、市民・地域・民間など多様な主体との連携による「共
き ょ う

創
そ う

」1のまちづくりを進め

ることが求められます。 

次世代を担う子どもたちのことを本気で想い、古い歴史と豊かな環境に恵まれたこの地

域がずっと輝き続けるために、将来に負担を残さないという決意のもと、「徹底的な行政

改革による持続可能な自治体経営」を目指し、市民の皆様と共にまちのあるべき姿をあら

たに創造してまいります。    

 

甲賀市長 岩永 裕貴  
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第１章 行政改革大綱の目的と位置づけ  

１．行政改革大綱の目的  

自治体の行政経営においては、今後人口減少や超高齢社会を背景とした、市税収入の減少や社会

保障関係経費の増大による影響を受けることが予想されます。更に新型コロナウイルス感染症の世

界的な流行により人々の暮らしは一変し、その影響は、経済、社会、人々の行動や意識・価値観に

まで波及しつつあります。 

市は、社会情勢の変化に伴い経営資源が制約されることを前提に、社会構造の「縮充2」への転換

により、多様化・複雑化する市民ニーズに適切に対応し、自己決定と自己責任により将来を見据え

た行政サービスの向上を図っていかなければなりません。 

 こうした状況を踏まえ、「第２次甲賀市総合計画」（平成２９年度～令和１０年度）を効率的かつ

効果的に実現する上での実効性を確保し、行政改革の取組の方向性と方策を明らかにする、「第４

次甲賀市行政改革大綱」を策定することとします。 

２．行政改革大綱の位置づけ  

 本大綱では、総合計画第２期基本計画に示す「行政経営の方針」を推進するための方策を明らかに

し、分野横断の視点による取組を推進します。 

また、「特に注力すべき分野」である「徹底的な行政改革による持続可能な自治体経営」が「７つ

のチャレンジ」を牽引するものとして位置づけ行財政資源であるヒト・モノ・財源・情報の「縮充」

を図ります。 

図表 1 行政改革大綱の位置づけ 

 

総合計画施策の体系

1

2

3

4

5

6

7

徹底的な行政改革による持続可能な自治体経営

市民、事業者等に寄り添う、きめ細かな新型コロナウイルス対策 

地域の「稼ぐ力」を高める

結婚、出産、育児の希望に応える

人と文化を未来につなぐ

住み慣れた地域での暮らしを守る

７つのチャレンジ 分野 施策

誰もが主役となり、持続可能なまちとなる

甲賀市総合計画

（基本構想）

【未来像】 あい甲賀 いつもの暮らしに「しあわせ」を感じるまち

行政改革大綱（議決事件）
第２期基本計画を推進する分野別計画として位置づけ

（第２期基本計画）
〈行政経営の方針〉① 市民の力を活かす ② 仕組みを変える ③ 人を育て、人をつくる

④ いつもの暮らしを守る ⑤ 地域共生社会を築く

〈特に注力すべき分野〉 徹底的な行政改革による持続可能な自治体経営
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３．大綱の計画期間  

第４次行政改革大綱の取組期間は、令和３年度（2021年度）から令和６年度（2024年度）まで

の４年間とします。 

なお、社会情勢等の変化や、改革の進捗状況等により必要に応じて改訂するものとします。 

図表 2計画期間 

 
 

※これまで行政改革推進計画で定めていた、取組項目や目標指標は、アクションプランとして大綱

の巻末に併記します。 

取組項目や目標指標は進捗により随時見直します。 

取組の進捗状況は、行政評価の仕組みにより評価し公表します。 
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2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028

第２次総合計画
基本構想

基本計画

実施計画

行政改革大綱

行政改革推進
計画

併記 ※ 
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第２章 これまでの行政改革の取組等について  

１．これまでの行政改革の取組  

●甲賀市行政改革大綱（平成１８年度～平成２１年度） 

行政改革の視点と主な取組 

１．市民との協働による開かれた市政  

・パブリック・コメント3制度の導入      ・出前講座を制度化    

・市の財務諸表の作成             ・入札・契約結果の積極的な情報公開 

 

２．質の高い行政サービスの提供 

・窓口業務の時間延長              ・指定管理者制度の導入 

・公共施設管理、子育て支援事業でのアウトソーシング4の進展 

 

３．効率的な行政経営と財務体質の改善 

・事業仕分けによる事務事業の見直し       ・部局別枠配分による予算編成の導入 

・物件費の削減                 ・勤務時間の弾力的運用 

・行政評価の導入による事務事業の見直し 

 

●第２次甲賀市行政改革大綱（平成２２年度～平成２６年度） 

行政改革の視点と主な取組 

１．協働と開かれた市政の推進 = 協働 =  

・市民と行政の役割の再定義        ・地域コミュニティとの協働 

・積極的な情報公開の推進         ・戦略的な広報公聴活動の推進 

 

２．多様な主体よる公共サービスの提供 = 市民満足 =  

・行政評価制度の活用による行政サービスの見直し 

・多様な主体による公共サービスの提供   ・民間委託等の推進 

 

３．持続可能な行政経営システムの確立 = 経営 =  

・身の丈に合わせた財政運営 

・甲賀市定員適正化計画に基づく職員定数の適正化 

・経常収支比率5の改善 ・歳入確保の取組 

 

【主な効果】 

項 目 平成１８年度  平成２５年度 増 減 等 

経常収支比率 95.9％ 85.5％ ▲10.4 ポイント 

地方債残高 439.12 億円 356.24 億円 ▲82.88 億円 
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２．第３次行政改革大綱の検証  

 

（１）取組項目別達成状況（重複した項目を含む） 

第３次甲賀市行政改革大綱（平成 27 年度～令和２年度）では、第２次甲賀市行政改革大綱を承

継しつつ、「将来にわたって持続可能な行政経営の確立」というテーマのもと、その取組を進めて

きたところです。 

また、これまでの行政運営を「管理」から「経営」へと転換し、「地方分権に対応した自立的な

行政経営」、「成果を重視した質の高い行政経営」、「市民・地域・民間の活力による行政経営」

の３つの基本方針を定め、それぞれに具体的な方策を策定して取り組んできました。 

 「柱となる方策」の項目別で見ると、概ね計画に基づき進めてきましたが、「受益者負担6の適正

化」における使用料・手数料の適正化、「公共施設等のマネジメント」における施設の適正配置や

文化スポーツ施設の効率的な管理、「公営企業等の健全化」における病院・診療所等の経営健全化、

「民間活力の導入」における公民連携については、更に推進していく必要があります。 

 

（２）主な項目の実績 

【方針Ⅰ】地方分権に対応した自立的な行政経営 

柱となる方策 主要な取組項目 達成状況 概要 

（１） 

効率・効果的な 

予算の編成と執行 
予算編成手法の見直し 

 ・事務事業評価と予算や決算とを連動させて検

証する仕組みを導入し、事業の優先順位を明確

化。 

 

（２） 

歳入の確保 

 
企業誘致のための工業

団地造成 

 Ｈ30 年度 事業認可の取得 

Ｒ元年度 第１期区域造成・分譲宅地工事着手 

     企業誘致活動（進出企業２社決定） 

Ｒ２年度 第１期区域造成・分譲宅地工事実施 

     企業誘致活動（進出企業１社決定） 

 

ふるさと納税の推進 

 Ｈ29 年にリニューアル 

Ｈ29 年度寄付額       １，４８６万円 

Ｒ元年度寄付額      １億５，０１８万円 

（３） 

受益者負担の適正

化 
税・料金の収納向上対

策の推進 

 

 ・４市税（Ｒ元年度） 

目標収納率（現年度）99.08％→実績 99.16％ 

      （過年度）20.47％→実績 20.81％ 

・国保税（Ｒ元年度） 

 目標収納率（現年度）95.05％→実績 96.03％ 

      （過年度）15.30％→実績 16.23％

税・料金等収納向上対策強化 3箇年計画（チャ

レンジ３１プラン）の数値目標を上回った。 

使用料・手数料の適正

化・見直し 

 ・見直し方針検討 

（４） 

公営企業等の健全   

化  

・病院改革プランに基

づく経営健全化 

 

・診療所事業の経営健

全化の推進 

 ・信楽中央病院改革プラン目標未達 

  入院患者数 

Ｒ元年度目標 10,950 人→実績 8,894 人  

・診療所経常収支比率悪化 

 Ｈ29 年度 105.4％→Ｒ元年度 100.4％ 
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柱となる方策 主要な取組項目 達成状況 概要 

（４） 

公営企業等の健全   

化 

上下水道事業の経営健

全化 

 ・第２次水道ビジョンの策定 

・下水道事業の公営企業会計への移行 

・下水道使用料改定の検討 

特定健康診査及び特定

保健指導の受診率向上

による国保財政の安定

化 

 ・特定健診受診率 

 Ｈ27 年度 41.7％→Ｒ元年度 46.2％ 

・特定保健指導終了率 

 Ｈ27 年度 14.5％→Ｒ元年度 25.9％ 

後期高齢者医療保険料

滞納対策 

 ・滞納整理・滞納処分の実施 

 現年度収納率  

 Ｈ27 年度 99.15％→Ｒ元年度 99.59％ 

 過年度収納率 

 Ｈ27 年度 27.30%→Ｒ元年度 33.63％ 

（５） 

人口減少社会にお

ける対応施策（甲

賀市版総合戦略）

の推進 

・若い世代の結婚・出

産・子育ての希望の実

現 

・若者、女性、高齢者

が活躍できる社会づく

り 

 ・イクボス宣言事業所数の増 

・子育てポータルサイト運用 

・子育てコンシェルジュの周知と活用 

（６） 

地方分権改革の推    

進 

・人材育成基本方針に

基づく職員の能力向上 

・行政課題に即応でき

る組織体制の構築 

 ・「先進地視察等事業」の実施 

・「職員スキルアップ事業」の実施 

・「社会人枠」採用の実施 

・「甲賀市人材育成基本方針」を改定 

・「職員採用パンフレット」による広報 

・「職員採用ホームページ」作成 

 

【方針Ⅱ】成果を重視した質の高い行政経営 

柱となる方策 主要な取組項目 達成状況 概要 

（７） 

行政サービス

のマネジメン

ト 

・図書館管理運営の見直し 

 

 

・組織経営マネジメントの

推進 

 ・ボランティア募集による協同事業 

・おうみ自治体クラウドによるシステム更新 

・電子図書館導入検証 

・予算と事務事業を連動させた事業評価を実

施 

（８） 

公共施設等の   

マネジメント 

公共施設等総合管理計画に

基づくマネジメントの推進 

 
・公共施設の最適化に向けた「行動計画」の

策定 

・地域の中核施設の整備に合わせ近隣施設に

集約 

（９） 

組織的なリス

クマネジメン

ト 

地域防災計画に基づく市民

の安心・安全の向上 

 ・土砂災害パトロール 

・避難所運営訓練等の実動訓練を実施 

・自主防災組織率 

Ｈ27 年度 77.5％→Ｒ元年度 82.8％ 

・防災士登録数（Ｒ２年度 約 30 人） 

Ｈ27 年度 112 人→Ｒ2年度 209 人 

（１０） 

人材育成と   

組織力の向上 
行動指針に基づくコンプラ

イアンスの推進 

 ・職階別研修会・所属別研修会 

・コンプライアンス推進責任者研修会の実施 

・全職員を対象にコンプライアンスに関する

意識調査（アンケート）を実施 

・人事評価制度の適正かつ効果的な運用 
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柱となる方策 主要な取組項目 達成状況 概要 

（１１） 

電子化等によ

る行政サービ

スの利便性の

向上 

・地域情報通信基盤の普及 

 

・個人番号カードによる証

明書交付窓口の拡充 

・情報・通信技術（ＩＣ

Ｔ）の活用による効率・

効果的な行政システムの

推進 

 ・市内一円の幹線等増設工事が完了 

・証明書のコンビニ交付サービスを開始 

・クラウド方式基幹系システムの導入による

経費削減 

・新ネットワークシステムの構築 

・二要素認証導入によるセキュリティ強化 

・県セキュリティクラウド接続によるセキュ

リティ体制の強化 

・基幹系システムのクラウド化 

・サーバ機器類のクラウド化 

 

【方針Ⅲ】市民・地域・民間の活力による行政経営 

柱となる方策 主要な取組項目 達成状況 概要 

（１２） 

市民参加と   

協働の推進 

・自治振興会の活性化と地

域が支え合うまちづくり

の推進 

・市民・地域等との協議の

推進 

 ・小規模多機能自治の推進 

・研修・フォーラムの開催 

・行政と市民団体との協働事業の実施 

（１３） 

民間活力の導

入 

・アウトソーシングの推進 

・文化スポーツ施設の効率

的な管理 

 ・窓口業務、人事給与等事務、行政情報番組

キャスター業務の外部委託 

・全市的な文化とスポーツに関わる市民サー

ビスの向上 

・文化スポーツ施設の効率

的な管理 

 ・関係機関との協議を進め、課題等を整理 

・文化スポーツ施設の統一した管理の検討 

・全市的な文化とスポーツに関わる市民サー

ビスの向上 

（１４） 

多様な主体に

よる公共サー

ビスの提供 

・市民団体、ＮＰＯ等によ

る活動の推進 

 ・市民活動を推進する拠点施設としての役割

を果たす施設の設置 

（Ｒ元年度 施設利用者数 38,000 名） 

（１５） 

説明責任と    

透明性の向上 

・積極的な出前講座の推進 

・戦略的な広報機能の充実 

 ・年１００回の開催を達成・内容の見直し 

・ホームページのリニューアル 

・多機能携帯電話対応化 

 

【図表１】 健全化基準による甲賀市の財政状況 
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第３章 本市の行政経営を取り巻く状況と課題  

１．人口減少社会の到来と少子高齢化のさらなる進展  

国勢調査による甲賀市の総人口は、平成 17 年（2005 年）の 93,853 人をピークとして減少に転

じ、平成 27 年（2015 年）では 90,901 人となっています。国立社会保障・人口問題研究所による

と、このまま人口減少が進んだ場合、2060 年の人口は、59,565 人と推計しています。 

また、人口減少により、長期的には行政サービスや公共施設等を利用する人も減少していくこと

が予測されます。そのため、特に長期間にわたって利用する公共施設等については、将来の人口減

少を見通して再編・更新を進めていくことが必要です。 

図表 3 甲賀市の人口と世帯数の推移 

 
 

ẑ ḭỄỂểỂ ḭ ệỂ ︡ ףּ ḭ ךּףּ  

כֿ ︢ ךּ ︣Ḯ 

ẑỄỂỄỂ ḱ ךּ ךּ ︣Ḯ 
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２．多様化・複雑化する行政需要  

 少子高齢化や核家族化・一人暮らし世帯の増加等、社会構造の変化により、地域における課題や

市民ニーズは多様化・複雑化し行政に求められる機能も増加しています。また、少子高齢化のさら

なる進展に伴う地域コミュニティの機能低下など、市民生活においても様々な問題が発生していま

す。 また、本市においては、外国人人口が占める割合は令和３年３月末現在４．２％（約３８０

０人）を占め、定住者数も増えつつあり、多文化共生の視点からの幅広い支援策も必要となってき

ます。 

このように行政に対する市民ニーズが更に高まる一方、社会保障の扶助費の増加や、主たる納税

層である生産年齢人の減少に伴う市民税の減少など、行政の経営資源が制約を受けることを想定す

ると、全てのニーズに対する質の高い行政サービスの提供が、難しくなることが見込まれます。 

 このような潮流を踏まえ、本市が継続的に安定した行政サービスを提供し、市民が安心して快適

な暮らしを営むためには、地域住民やＮＰＯ、大学、民間事業者等、多様な主体による地域経営や

地域課題解決のための仕組みの構築、他の市町や県域を超えた連携、公民連携手法の活用を進める

ことが重要となります。 

３．厳しい財政状況の見通し  

少子高齢化が進む中で、歳出のうち社会保障の扶助費が増加し、今後もその傾向が続くと予測さ

れます。また、主たる納税層である生産年齢人口が減少していくことで、自主財源である市民税の

増収は期待できない状況にあります。令和３年度に試算した財政収支見通しの財政状況の想定では、

単年度で 2～8 億円の財源不足が生じ、令和 10年度までの財源不足額累計額は約 30 億円となる

見込みとなりました。こうした見通しの中、「中長期財政計画」に定めた、健全な財政運営を図る

１．総人口減少 

２．生産年齢人口比率の低下 

（労働力の減少） 

３．６５歳以上人口比率の上昇 

（高齢化の進行） 

公共施設利用者の減少 

働き手不足      

担い手不足 

に 

 

社会保障経費の増大 

施設の維持困難 

非効率 

経済・産業活動の 

縮小 

市税収入の減少 

慢性的財源不足 

図表 4 人口減少が及ぼす行政経営への影響 

行政組織の縮小 
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ための取組事項として、「（１）自主財源の確保」「（２）経常経費の抑制」「（３）基金の確保」

を着実に推進していくととともに、市職員全員が本市の財政状況を強く認識し、職員一人ひとりが

予算編成者としての当事者意識を高め、創意工夫し事業の「見直し」を行うなど、歳入・歳出両面

において行財政改革に取り組むことが必要です。 

図表 5 中長期財政計画（令和３年試算） 
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図表 6 基金残高の見通し（令和３年試算） 
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４．公共施設等の現況と老朽化  

本市における公共施設等の状況は、築 30 年以上が経過した公共施設（建物）が全体面積の 50％

以上を占めており、それらをこのまま使い続けるためには、大規模改修等の実施が必要となります。

また、公共施設（建物）のみならず、インフラ資産7においても更新時期が到来しているものが見ら

れます。 

30 年以上の長期的な視点で考えれば、公共施設（建物）は大規模改修だけでなく更新（建替え）

時期を迎えるものが次々と現れ、インフラ資産も更新時期を迎えるものが増加します。今後はこれ

まで以上に公共施設等の維持管理に費用がかかるものと予測されます。更に、大型の合併特例事業

債の償還開始による公債費の増加も見込まれます。そのため、適切な維持管理や長寿命化によるラ

イフサイクルコスト8の縮減に加えて、施設の配置及び総量の適正化について検討を進めていくこ

とが必要です。  

 

 

図表 7 公共施設の更新費用推計（平成２９年試算） 
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５．市組織・職員の状況と働き方改革  

 本市では、これまでの行政改革の取組等において、事務事業の在り方の見直しや業務のシステム

化、職員の定員適正化等の取組を進めてきましたが、国・県からの権限移譲等による職員の業務量

の増加や、市民ニーズの多様化・複雑化に対応していくため、職員一人ひとりの能力をより一層高

め、市役所の組織力の向上を図ることが必要です。また、国の進める地方分権や地方創生の進展に

より地域間競争が進む中、地域の課題を的確に捉え、まちとしての質や魅力を高めていく必要があ

ります。 

本市の働き方改革9に関しては、平成 29(2017)年度に市長自らイクボス宣言をし、職員の仕事と

生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進に取り組んでおり、令和元(2019)年には、プロジ

ェクトチーム方式による甲賀市働き方改革プロジェクトを始動し、「職場風土改革」「業務改善」

の実践・展開に向けて検討を進めてきました。 

今後においては、ＡＩ10やＲＰＡ11等の先端技術の活用により作業ベースの効率化を図るとともに、

職員が担うべき中核となる業務に注力することにより、より的確できめ細やかな住民サービスを実

現することが求められます。また、組織全体の生産性の向上や次代を担う人材の確保に向けて、働

きやすい環境の整備や、テレワークの推進、スキルアップの支援などにより、職場としての魅力を

高めていくことも重要です。 

 

６．ＩＣＴ・ＡＩ等の先端技術の発展  

近年のＩＣＴ12の発展は目覚ましく、それらの適切な活用による効率的な組織経営、便利で安全

なサービス提供を行う基盤の利用は、民間では既に普及が進んでいますが、多くの地方自治体では

まだ積極的な導入は進んでいない状況にあります。この背景には、古くからの紙と印鑑を利用する

公共施設・インフラの 

老朽化 

維持管理費の増大 

更新時期を迎える 

施設の増加 

 

 

財源不足 

維持管理費の縮減の 

必要性 

経費の平準化への 

対応の必要性 

公共施設の統廃合に向

けた検討の必要性 

図表 8 公共施設インフラの老朽化による影響 
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文書決裁が残り、見直しが不十分な事務処理や住民目線になっていない制度、増大する情報関係経

費や人材の育成、効果測定の困難さなど多くの課題を抱えている実態があります。 

本市においてもこのような状況は例外ではなく、新しい技術やサービスを市民サービスの質の向

上や業務の効率化に活かしきれていない状況にあります。 

こうした中、総務省は、地方自治体における業務プロセス・システムの標準化及びＡＩ・ＲＰ

Ａの活用について実務上の課題の整理を目的として「地方自治体における業務プロセス・システ

ムの標準化及びＡＩ・ロボティクスの活用に関する研究会」（スマート自治体研究会）を平成 30 

年９月に設置し、報告書を公表しています。 

報告では、 

・生産年齢人口減少による労働力の供給制約 

・「Society 5.0」13（超スマート社会）における技術発展の加速化 

という社会の変化を受け、スマートシティ14として目指すべき姿として、次の３つを示しています。 

①人口減少が深刻化しても、自治体が持続可能な形で行政サービスを提供し続け、住民福祉の水

準を維持できること 

②職員を事務作業から解放し、職員は職員でなければできない、より価値のある業務に注力して、

より的確できめ細かな住民サービスを展開できること 

③ベテラン職員の経験をＡＩ等に蓄積・代替して、団体の規模・能力や職員の経験年数に関わら

ず、ミスなく事務処理が行えること 

今後は、地方自治体間でシステムを共有する地域情報プラットフォーム化や行政サービスの利用

者の利便性向上並びに行政運営の簡素化及び効率化に立ち返った業務改革（ＢＰＲ（Business 

Process Re-engineering）15）の徹底を前提に業務プロセス・情報システムの標準化が進むことが

予想されます。 

 

７．新型コロナウイルス感染症による影響  

新型コロナウイルス感染症の世界的流行を受け、地方自治体は、新たな脅威にどう立ち向かうか

について地域の実情に応じた判断を迫られました。本市においても、感染拡大防止対策や住民の暮

らしや地域経済を支えるための取組を通じて、国や県、また地域の多様な主体と連携して展開する

重要性をより一層認識するようになりました。 

市民への影響を踏まえた、優先課題の取捨選択や迅速かつ柔軟な組織体制の確立の必要性、行政

手続きの多くが窓口や書面によることを前提としたものであるなど、感染症拡大で顕在化した課題

も多く見つかりました。一方、Ｗｅｂ会議や電子申請、オンライン教育などデジタル技術を活用し

た生活様式や新たな技術の発展が加速化しました。また、サテライトオフィス16の展開や職員が分

散して業務を継続できるような環境整備、対面によらない行政手続きなど、多様な働き方の実現や

デジタル技術の活用がより一層重要となってきています。 

感染症を克服した後の新しい未来におけるまちの姿の基本的方向性として、「新しい豊かさ」を

通じた「質」の高い行政経営の実現に向け、組織としてどう取り組んでいくかが問われています。 
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８．国、県の動向  

国においては、『経済財政運営と改革の基本方針２０２０～危機の克服、そして新しい未来へ～』

（令和２年７月閣議決定）の中で、「地方行財政改革」の基本的な考え方として、新型コロナウイ

ルス感染症の下で新しい生活様式17やビジネスが動き出している状況を踏まえ、デジタル技術の活

用をはじめ、動き始めた日本社会の進化を先取りする変革を一気に進め、「新たな日常」の構築に

よる「質」の高い経済社会の実現を目指すとしています。 

 このような中において、総務省では、ＩＣＴ技術を活用した取組を積極的に進めており、また、

「自治体戦略２０４０構想研究会」の報告においても、 

・ＡＩやＲＰＡ等を活用することによるスマート自治体の推進 

・行政のフルセット主義18からの脱却 

・基礎自治体から広い圏域単位での行政への転換 

等が必要であるとしています。 

 

県においては、「滋賀県行政経営方針２０１９～変わる滋賀 変わる県庁～」（令和元年度～令

和４年度）において、「対話と共感、協働で築く県民主役の県政の実現のために」を経営理念とし

て、２０３０年に向けて、次の４つの視座から行政改革に取り組むとしています。 

 

視座１「ヒト」 組織の基盤となる多様な人材の確保、最適な組織体系の構築、 

業務とのバランスを十分考慮した適正な定員管理及び給与管理、 

広域自治による地域課題対応、協働・連携の更なる推進、 

ＩＣＴの活用、民間活力の活用等 

視座２「モノ」 PPP／PFI19 の推進、施設総量の適正化、 

ファシリティマネジメントの推進等、資産の有効活用等 

視座３「財源」 歳入の確保、歳出の見直し、 

公営企業の経営基盤の強化、出資法人の経営改善、自立性拡大等 

視座４「情報」 県民の声の施策への一層の反映、情報収集・活用の研究、 

オープンデータ化の徹底と民間活用の推進等 
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図表 9 国が提唱する科学技術基本計画に基づくコンセプト（内閣府ＨＰより） 

 
●Society5.0 は、狩猟社会（Society1.0）、農耕社会 Society2.0、工業社会 Society3.0）、情報社会 Society4.0）に 

続く新たな社会を指し、「超スマート社会」とも呼ばれる。2030 年を目途に具体化。 

●我が国が目指すべき未来社会の姿であり、サイバー空間（仮想空間）と現実空間（フィジカル空間を高度に融合させた

システムにより、経済発展と社会的課題の解決 を両立。 

 
●これまでの情報社会（Society4.0 ）では、人がサイバー空間に存在するクラウドサービス（データベース）にインタ

ーネットを経由してアクセスして、情報やデータを入手し、分析していた。 

●Society5.0 では、カメラやセンサーなどインターネットに接続された IoT 機器から、膨大な情報が５Gネットワークな

どを通じてサイバー空間に集積され、ビッグデータを人工知能（ AI ）が解析し 、その 結果が自動的に現実空間（フ

ィジカル空間）にフィードバックされることで、新たな価値が産業や社会にもたらされる。 
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図表 10 本市における行政改革のこれまでの評価と今後の重点課題 
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第４章 本市の行政経営が目指す姿（基本方針と目標）  
 

 

 

①地域課題に市民が向き合い、解決に向けた活動が活発に展開され多くの市民が参画している。 

②人々が性別や国籍、障がいの有無、世代等を問わず、多様な文化や考え方を受け入れ共に認め

合い、誰もが生きがいをもてる環境が創出されている。 

③ＳＤＧs20の理念のもと、経済、社会、環境の調和が図られ、市民に共生の精神が息づいている。 

④公民連携手法の活用により最適な行政サービスが実現されている。 

⑤多様な主体による活動やノウハウが、公共的政策課題や地域における防災や環境、福祉などの

課題解決に活かされている。 

⑥忍者や陶芸をはじめとする本市の特徴ある魅力と「子育て」「しごと」「生活」など、住みやす

さを市民が実感し、外部に広く発信され反響を呼んでいる。 

⑦積極的な情報開示により市民への説明責任を果たし、政策決定の過程を適時、適切に公表し、

透明性と公正性が確保されている。 

⑧行政と市民の架け橋となる機能や仕組みが強化され、相互コミュニケーションの手法が充実し

ている。 

⑨地域や自治体間・官民の枠を超えた多様な連携や、分野をまたがる施策の融合により、行政課

題の解決に向けて相乗効果が得られている。 

 

 

 

 

①大災害等の不測の事態に迅速に対応できる仕組みと、ヒト、モノ、財源、情報がストックでき

ている。 

②収入に見合った支出を堅持しプライマリーバランスの均衡が取れている。 

③職員の財源確保に対する意識が向上し、全庁的に新たな財源の確保に向けた知見が蓄積され、

戦略的かつ効果的な財源確保策を導入している。 

④他の自治体の先進事例の把握や民間等からの提案を受け付ける仕組みが創出されている。 

⑤公有財産の適正管理や統一的な視点による点検方法が確立し実行されている。 

⑥公共施設等総合管理計画に基づく長寿命化改修や施設の複合化、集約化、解体が着実に実施さ

れ、長期的管理コストの縮減が図られている。 

⑦概ね３から５年間隔で全庁的な使用料の見直しを実施し、公共施設や行政サービスを利用する

市民と利用しない市民の両者の立場から検証を行うことにより、「市民負担の公平性」を確保し

ている。 

 Ⅱ 社会情勢の変化に対応できる自立的な行政経営 目標：財政基盤の強化 

 Ⅰ 市民・地域・民間との共創による行政経営 目標：地域共生社会の実現 
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①事務事業の見直しによって生み出した財源や人的資源を、戦略的に主要施策や強化すべき部門

に配分できている。 

②先端技術（ＡＩ・ＲＰＡ等）の導入やＩＣＴの積極的な活用により、業務効率が上がり職員が

中核となる業務に専念している。 

③情報システムにおいてクラウド化が進み、標準化されることで経費削減が図られている。 

④申請手続のオンライン化によりサービスの利便性が向上し、事務が効率化されている。 

⑤人材育成基本方針に掲げる「目指す職員像」の実現とともに、全職員が目指す方向性を共有し、

職階・職制ごとの役割を果たすことで組織力を最大限に発揮し、市民に寄り添う組織経営が行

われている。 

⑥職員が地域活動に積極的に参画し、地域課題解決の当事者として関わっている。 

⑦行政課題に対する専門的な知識を有する人材の登用が積極的になされている。 

⑧働き方改革の推進により、多様な働き方が取り入れられ、仕事と生活の調和（ワークライフバ

ランス）の実現により、職員のモチベーションと生産性が向上している。 

⑨行政課題の解決に向け、組織横断的な議論により、職員の知識や経験を効果的に生かす政策形

成がなされ、実行に移されている。 

  

 Ⅲ 未来を見据えた創造的行政経営 目標：行政サービスの質の向上 
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第５章 行政改革大綱の体系等について  

１．第４次行政改革大綱の体系図  

第４次行政改革大綱の体系図は次のとおりとします。 

図表 11 第４次行政改革大綱体系図 

【目的】徹底的な行政改革による持続可能な自治体経営 

基本方針と目標 柱となる方策 行政経営の方針 

Ⅰ 市民・地域・民間

との共創による行

政経営 

 
（地域共生社会の 

実現） 

１．市民が主役のまちづくり ● ● ●  ● 

２．地域共生社会の構築  ●  ● ● ● 

３．ＰＰＰ（公民連携）の導入促進 ● ●    

４．移住・定住の促進 ●  ● ● ● 

５．説明責任と透明性の向上 ● ●    

６．新たな連携の検討 ● ●  ● ● 

Ⅱ 社会情勢の変化に

対応できる自立的

な行政経営 

（財政基盤の強化） 

７．健全な財政運営の推進  ●  ●  

８．新たな財源確保  ●  ●  

９．公共資産マネジメントの推進    ●  

10．使用料等の適正化と公平性の確保  ●  ●  

Ⅲ 未来を見据えた 

創造的行政経営 

 
（行政サービスの 

    質の向上） 

11．事務事業のビルド＆スクラップ  ●    

12. デジタル化による行政サービスの利便性向上  ●  ●  

13．人材育成の推進と職員の適正配置  ● ●   

14．職員の意識改革と働き方改革  ●    

15．プロジェクトチーム方式の活用  ●    

※総合計画基本計画で示す、行政経営の方針     → 

分野横断の５つの基本的姿勢の該当項目を示します。  

①
市
民
の
力
を
活
か
す 

②
仕
組
み
を
変
え
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③
人
を
育
て
、
人
を
つ
く
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④
い
つ
も
の
暮
ら
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を
守
る 

⑤
地
域
共
生
社
会
を
築
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２．  推進体制  

（１）第４次行政改革大綱に基づき、庁内組織の行政改革推進本部を中心に全庁的な改革に取り

組みます。 

   

（２）市民や学識経験者で構成する行政改革推進委員会に、実施状況等を報告するとともに、助

言等を受けながら行政改革を進めていきます。 

 

図表 12 推進体制 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民・議会・団体・企業
行政改革推進委員会

【構成：学識経験者及び市民等】

行政改革推進本部 （意思決定）
本部長（市長）・副本部長（副市長）・教育長及び各部局等の長（本部員）

行政改革推進幹事会（調査・検討）
次長級職員による議論

各 部 局

情報提供
協働・共創

諮問

指示 報告

〔計画〕 〔実行〕

〔改善〕〔評価〕

現状

目標

答申

提言

σᾋ ΰ
ˢ͗ͥͧˣ
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アクションプラン  

※アクションプランは、甲賀市総合計画実施計画と連動し、進捗管理、評価、見直しを行います。 

※成果指標は、柱となる方策の取り組みの成果として代表的なものを示します。 

※★リーディング項目21についても、同進捗・評価を踏まえ随時見直しを行います。 

※中間見直し時（令和５年度）に見直し事項を反映し修正します。 
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︡ ‮ ʹˢ̒з˔ДϰрϽ‮ ˣ

͍ʽ◕ Υ︠ χϘκξΨϤ

ӽᴿ τ◕ ΥΰΦ›ΜʺᵔὨτΰΪθᶨ Υᶨ τ ᵫήϦʺ Ψχ◕

Υ╥ᵊΰοΜϘβʻ

›ὓᵊ

ꜛⱵ ọῖ Ỳ χᾋ ΰ

ꜛⱵ ọῖ Ỳῖ ⱧỘ
├ ᴿ

ˢ◕ ᶨ ˣע

Ḽᵊԁ Ⱨ

ˢϽжрЖДЃϱр  ˣ

ӽϸиГχᶨ τϢϥϽжрЖДЃ

ϱрχᾁ
├ ᴿ

ӽτΣΪϥ◕☼ χ ΰ χθ

ϛχ Ϟ◙ Ḛ יּ χ

ˢᴠ ˣ ӽ◕ ЈрЌ˔◙ Ḛ Ⱨ

Ộ

├ ᴿ

ˢ◕ ᶨ ˣע

ˢͧ͒ ˣ

46% 50% 54%

ỸꜛⱵᵓρꜛⱵ ọᵓχ ᶤ χ├

ᴿˢ ᴿˣ
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☼ם

ὓᵊ

1 2 7

2 2 8

2 8

2 8

4 16

5 22

12 67

10

13

53

76

5 24

5 24

7 33

7 33

ʹ◕ ʾ ӽʾ ḧρχẶ τϢϥ“ Ὂְ

7

ʾͩ͘͡ ⱧỘ

ʾ НϱϷЫІל ᶨ ⱧỘ
Ộ ọᴿ

ʾϸ˔ЩрИв˔Ежиϒχ◦כ

5

3

4

6

ρσϥ ├

◙β◒ˢͧ͒ˣ

ᾝ ρᴿ

︡

ᴮ◙

︡ ‮ ʹˢ̒з˔ДϰрϽ‮ ˣ

├ ᴿ

ˢ ᴟẶ ˣ
⁯∑ᴟ ⱧỘ

ⱧỘכ◦

7,740 8,180

ʾ ΥΜּי ♅ԁ Ⱨ ΥΜ ♅ᴿ
ϯ˔иʾУзвАЕϬᶨΤΰθ ᴟʾ

Ὓ χ

͎ʽ ӽẶ  ᵓχזּ
ᴿˢ ᴿˣ ├ ᴿˢ◕ ᶨ ˣ

ḩἰᴿ ᶆᴿ

ḧ ˢͧ͐ ˣ ˢͧ͒ ˣ

7,270

ϞήΰΜ ῎χ︡ ᶈ

⁯∑ᴟ ⱧỘ
ᵰ⁯ כ◦

῝Ặῖ ᴿӽꜛ︠֫“◦כⱧỘ

ḩἰᴿˢ̔︠ˣḩ ⱧỘ

ᾝ ˢͧᾕ ˣ

̒ ӽꜛ︠֫“τϢϥжϱЖЄϴϯ

●χ◦ΠΚΜχӱ כ◦

Ῥ ᴿ

ʾḕẽ־ ԁ Ⱨ

ʾϵЀжϱТ ⱧỘ͙ͨ͜Αχ︡Ϥ ϙτϢϥⱱ ᴦ σ

◕ ְ֫χ

ʹʾ кІ ├

ʹʾϵКиϻ˔ ▀ χ

ʾ ᴟ ọ ⱧỘ

ʾ ӽϵКиϻ˔ ⱧỘ

ᶨḕẽᴿ

̔ ᶨḕẽᴿ
έϙ ΰ◦כ χ 

∕ ♅ⱧỘ

έϙ ⱧỘ

♅ᴿ

›ὓᵊ

ᵓễӾІЪ˔Бזּ̔

ᴿ

ˑΥ Ϟ⁯ ʺ ΥΜχ ʺ Ϭ ϩγʺ σ ᴟϞ―Π Ϭ

Ϊ ϦẶτ ϛ›Μʺ ϜΥ ΦΥΜϬϜοϥḕẽΥ ήϦοΜϘβʻ

͙ͨ͜Αχ χϜρʺὊↄʾּזᵓʾḕẽχ Υ ϣϦʺ◕ τẶ χ

Υ ξΜοΜϘβʻ

ӽχᴿ ᵔὨ τψʺḼỘϞ ӽ Υ︠ τ︡Ϥ ϚάρΥ ᴦὧπ

ΚϤʺ ӽ ΥẶτ◦Π›Ξ ξΨϤϞ▫ ϙϬ  βϥ ΥΚϤϘ

βʻ

ӽχ χ︡כ◦♅ Ϭᶈ ΰϘβʻ

ᴟẶ χ χθϛτʺˮϞήΰΜ ῎˯χ ẉϬ ϤϘβʻ

♅☼├ρЀЬвИГϰ☼├χ ὀτϢϤʺˮ◦Π︣˯ρˮ Ϊ︣˯χḩἰ

Ϭ Ποʺ ӽπ◦Π›Ξ▫ ϙξΨϤϬ ϛϘβʻ

ЩжрГϰϯ ˢ ♅ʺ ←●ʺ ›ἷІЪ˔БϼжУʺ χᶘ ˣ

◓Ӿοᴂכʾ зТ϶˔ЭⱧỘ Ῥ ᴿ

├ ᴿ

ˢ ᴟẶ ˣ
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☼ם

ὓᵊ

8 8 36

9 8 38

10 8 41

11 8 42

︡ ‮ ʹˢ̒з˔ДϰрϽ‮ ˣ

ʾ כ◦ ⱧỘϒχӱ“

ⱧỘ

ʾ כ◦ ⱧỘ

̔ ♅Ӻ ├ᴿ

ᶨ◦כᴿ

ΥΜ ♅ᴿ

♅ᴿ

βάϞΤ◦כᴿ

◓Ӿο ├ᴿ

“ χיּכ◦ ├ếᴟ “ ⱧỘכ◦יּכ◦

гИН˔ЂиДЃϱрχ гИН˔Ђи ⱧỘ ♅Ӻ ├ᴿ

ΥΜ ♅ᴿ
ʾ︣ יּ ᾏ ⱧỘ

ʾ ΥΜּיˢⱪˣ ♅ԁ Ⱨ

ˮ︣ ᾠ῎ẉό ʾЀЬвИϾ˔

Єдр ˯τṁξΨ☼├χ

ˢ σЀЬвИϾ˔Єдр︣ χ

ẉˣ

ḩ ⱧỘ

ʾ‰ ʺ◓Ӿοʺ ΥΜʺ₉ẖσς

ˮ ˯χ 

ʾˮ ϣσΜ כ◦ ˯χם☼

ḩἰᴿˢ̔︠ˣ

♅Ӻ ├ᴿ



25 

 

☼ם

ὓᵊ

1 2

1 2

2 4 21

3 6 29

8 40

8 40

9 48

9 48

6 12 69

7 14 86

8 16 95

├ ӛṐ χếᴟ

ӽ τϢϥ♣ ᶚẋ χᶨ Ϭ◦

כ

ὀτϢϥ‰ ʺיּ ΥΜּיχ

ΦΥΜʺ▫ⱧξΨϤ

ḧḼỘρχẸ τϢϥЅРϵᶨ

1

4

5

ρσϥ ├

◙β◒ˢͧ͒ˣ

ᾝ ρᴿ

︡

ᴮ◙

├ ᴿ

◊ ᴟ∞ᴿ

ЫКЅЮрЕ ע

ḩἰᴿ ᶆᴿ

 ᵎ◕῝ ὀϹϱЖжϱрχ├ τϢϤʺ“ ☼├χִי“τ∑ΰ ḧᶨ

χ ᾁ Ϭ ρβϥ▫ ϙϬ  ΰϘβʻ

ӽ῝ ḬϞ ←ЈрЌ˔ʺ ӽ◕ ЈрЌ˔ χ ΰ χθϛʺ ӽ

Ϭ︠ ρΰθ◙ Ḛ יּ χ σςϬᾁ ΰϘβʻ

ḧχⱢỲχ Ϭ βϥ ◕ᵹ Ϭᾁ ΰϘβʻ

ḩἰᴿˢ̔︠ˣ

͎Ὧ

ᴿˢ ᴿˣ

Ḽᵊԁ Ⱨ ˢϯЖНϱЃ˔ ˣ

ʾ♣ ᶚẋ ᶨ ⱧỘ

ʾ♣ ᶚẋ ⱧỘ

ӽτΣΪϥ◕☼ χ ΰ χθ

ϛχ Ϟ◙ Ḛ יּ χ

˲™Ἷʹ ├͍˳

ˢᴠ ˣ ӽ◕ ЈрЌ˔◙ Ḛ Ⱨ

Ộ

├ ᴿ

ˢ◕ ᶨ ˣע

῝ ḬḚ ְ֫Ὂ ᵓễӾІЪ˔Бᴿזּ

Ộ ọᴿ

ˢ ᵲ ˣע├

βάϞΤ◦כᴿ

⁯∑ῖ Ẹᵓְ֫ ⱧỘ

⁯∑ῖ ẸᵓⱧỘ ⱧỘ

├ ᴿ

ˢ ᴟẶ ˣ

ʹ◕ ʾ ӽʾ ḧρχẶ τϢϥ“ Ὂְ

͑Ὧ

ḩ ⱧỘ

῝ ὀ︣ χ ṛ

ᾝ ˢͧᾕ ˣ ḧ ˢͧ͐ ˣ ˢͧ͒ ˣ

͌Ὧ

︡ ‮ ʹˢ̒з˔ДϰрϽ‮ ˣ

͏ʽͥͥͥˢ῝ ὀˣχ

῝ ὀ︣ χᶨ τϢϤΩ σ“ Ђ˔РІΥםᾝήϦοΜϘβʻ

σ︠ τϢϥᶨ ϞЛϳМϳΥʺ῝Ặ ├ᴿ Ϟ ӽτΣΪϥ ←Ϟ

ḕẽʺ ♅σςχᴿ ᵔὨτᶨΤήϦοΜϘβʻ

◕Υ τ︡ ϚϓΦⱧỘϒχ σ Ԍ ϞЂ˔РІχΰ Ϭ ϥθ

ϛʺᵰ Ӧ ʺ◙ Ḛ σςχ῝ ὀ︣ Ϭ ΰοΜϘβʻ

Ὧ χ‰ τϢϤʺṌ χ︣ τϢϥᵰ Ӧ πψὊ χ⌡ᾚϬ Ϥτ

ΨΜ ệτΚϤϘβʻ ⁯χꜛⱵ τΣΪϥʺ ˑσ῝ ὀ︣ χ︡ Ϟ

ΰϬᾆẕΰʺ ◕τ ΰθ︣ χᶨ Ϭ ϛϥάρΥ πβʻ

ΥΜּי☼ Ặ ⱧỘ

ˢ ὀ Ộ Ӧ ˣ

Ộⱳ ∙ ⱢⱢỲⱧỘ

ᾑ Ỳᴿ

̔ ΥΜ ♅ᴿ

Ộ ọᴿ

ḩἰṐḩϞḼỘρχ ὀτϢϥӺ ʺὲ

σςχД˔Ќ τṁξΨʺᴬᶘ

σὲῴξΨϤʺ χ︡

ᵰ⁯ Ϊ ϦḼỘρχ ὀτϢϥ

῎ễעχᾁ

ὲῴ ϬטωζΞⱧỘ

⁯ ὲῴ ᾑⱧỘ

ῇṍ‰ Ӻיּ ⱧỘ

ṝ ׄ ⱧỘ

ᵲ ᶍⱧỘ

›ὓᵊ

ṝ ׄ τΣΪϥḂ ὀẤ χ
◕ὓᵊᴿ
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☼ם

ὓᵊ

9 16 97

16 101

16 101

16 101

11 17 104

12 17 108

13 19 135

ⱪʾ ῇⱪ Ӿχᵰ Ӧ

ְⱪ ϼжУχήϣσϥᶈ

◕ᵹ τΣΪϥἋΦᴪʺἋΦ ϒ

χạ ˢ├כ◦ Ỳʺ

Ἆˣ

10

ְⱪ ϼжУ◦כⱧỘ

ЫКЅЮрЕ ע

ⱪʾ ῇⱪ ӾⱧỘ ◓Ӿο ├ᴿ

ˢᴠ ˣϙσΨκ ™ה῝‹ ⱧỘ◕῝הτΣΪϥ ḧᶨ χ

“ ᵠᶗ –ʾ“ ᵠᶗ ὓᵊ

ⱧỘ

◓Ӿο ├ᴿ

ḩ ⱧỘ ḩἰᴿˢ̔︠ˣ︡ ‮ ʹˢ̒з˔ДϰрϽ‮ ˣ

̒῝ ὀʾͥͥͥʾͥ͛͞ τϢϥ

῝ẶⱧỘχᾆẕ

̔ ◕ὓᵊᴿ

◕ὓᵊ ⱧỘˢạ ˣ

ὺ Ḛ ᴿ

ὺ ᴿ

ˢἋᴪ ˣע├

ᴿ



27 

 

 

 

 

 

 

 

 

☼ם

ὓᵊ

1 4 11

2 4 12

3 10 53

4 10 55

5 14 85

├ ᴿ

ˢᴠ ˣֿיּבχ ΜⱧỘ

ˢᴠ ˣֿיּבᵓṳФкЅϴϼЕⱧỘ

̒ʾֿיּבχῖ Ṑᵓχ ᴥτϢϥˮὫ

ₒʺͪЌ˔р˯◦כ

ʾֿיּבΥ ├τḩϩϥṐᵓ

︡

ᴮ◙ ᾝ ˢͧᾕ ˣ ḧ ˢͧ͐ ˣ

︡ ‮ ʹˢ̒з˔ДϰрϽ‮ ˣ

ˢͧ͒ ˣ

15 20

ϯрϾ˔Еπˮӱיּ τϢϥ ˯ρ Πθ χ

30

├ ᴿ

◕χ Κϥ ρˮ◓Ӿο˯ˮΰέρ˯ˮ ᶨ˯ χ Ϭ › τ

ΰϘβʻ

χᶨיּבֿ Ϟῖ Ϭ ήδϥ▫ ϙϬ ΰϘβʻ

ḧⱧỘּיϞ ρ ὀΰθἋΦᴪ ├Ϭ ϛϘβʻ

◙β◒ˢͧ͒ˣ

ᾝ ρᴿ

ʹ◕ ʾ ӽʾ ḧρχẶ τϢϥ“ Ὂְ

͐ʽӱ ʾ χ
ᴿˢ ᴿˣ ├ ᴿ

ḩἰᴿ ᶆᴿ
ρσϥ ├

›ὓᵊ

◕ Τϣ◕ ḼỘϒχͪ͟͞ χ

ḕẽξΨϤ

ⱧỘˢכ◦ ᶘỲϬᶨ ΰθֿיּב

χ ⱧỘˣ
Ῥ ᴿ

ὺ ᴿ

ˢἋᴪ ˣע├

Ῥ ᴿ

ἋΦᴪϬᶨ ΰθΣ♯ΰạ ☼ χ

כ◦
Ἃᴪ ├ⱧỘ

͏ ựạʺἋΦᴪᶨ ʺЀкЗ ├

Ϭ ϛϥθϛχ כ◦ χ ם
◓Ӿοᴂכʾ зТ϶˔ЭⱧỘ

Σ♯ΰӱ Ϭ βϥ ḧᶨ ϒ

χ◦כ
ӱ ⱧỘ

ḩἰᴿˢ̔︠ˣḩ ⱧỘ

Ϟיּ ὛϬψαϛρβϥ ◕χ Κϥ ρˮ◓Ӿο˯ˮΰέρ˯ˮ

ᶨ˯σςʺ ϙϞβήϬ◕ Υםḇΰʺᵰ τῲΨ ήϦ ốϬᾦϭπΜϘ

βʻ

ἷЀкЗϳϱиІḇ χֲốτϢϤԁớ χзІϼΥ ꜡ήϦ ◕

Τϣ ӱ ϒχḩ Υ‰ϘμοΜϘβʻ

ӱ ʾ Ϭ βϥ☼├χếᴟΥ πβʻ

Ḛ χἋΦᴪχ ρᶨ Ϭ ϛϥθϛʺ ӽϞ ▀Ộּיρ ὀ

ΰθ▫ ϙΥ πβʻ
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☼ם

ὓᵊ

1 4 10

2 4 10

3 4 20

4 8 41

5 19 133

ʹ◕ ʾ ӽʾ ḧρχẶ τϢϥ“ Ὂְ

◙β◒ˢͧ͒ˣ

ᾝ ρᴿ

︡

ᴮ◙

︡ ‮ ʹˢ̒з˔ДϰрϽ‮ ˣ

ṳᵓρχ ├ ӛʾἹ ʾ ᴣФкЈ

Іχ ὀếᴟ

Ḽᵊԁ Ὂ

ˢṳᵓʺ◕ṳρχᵓӪᾋῖḊˣ
├ ᴿ

ớ σ ᵫꜘτϢϤ◕ ϒχ Ϭᴮθΰʺ ├Ὠ χᵃ Ϭ

Ⱳʺ τ῝ ΰʺ ρ῝ Υᶎ ήϦοΜϘβʻ

“ ρ◕ χᴯΪỆρσϥṐ Ϟ▫ ϙΥếᴟήϦʺ ῀ЀЬвИϾ˔Єд

рχ︣ Υ ΰοΜϘβʻם

◕ χ Ӫ꜡Ϟ“ Ϭ Φ οϥ Υ πβʻ

῀ЀЬвИϾ˔Єдрχ︣ ΥᾢϣϦοΣϤʺ ῲΜ◕ χ Υ☼├τ

ֳήϦτΨΜ ệτΚϤϘβʻ

ừẍⱲτΣΜοψʺ︣ ʺ Ⱬʺ ᵊʺᴝ ʺ σςϬ“Ξ σ Υ

︡ϦσΜ ệτΚϤϘβʻ

◕ Υ ρβϥ Ϭῲ ♠ʾШ˔ЭЧ˔ЅʾͨͣͨϞ ᵊ πϩΤϤϞ

βΨʺЌϱЭз˔τ  ΰʺ῟ᴮ σ ϬΰοΜΦϘβʻ

 ᶆ ὓᵊχ├ τΚθμοψʺ◕ τ ΰοχϯрϾ˔ЕϞ ῀ЀЬвИ

Ͼ˔Єдр︣ Ϭᶨ ΰʺ◕ χӪᾋϞ Ϭ“ Ђ˔РІτ ֳΰοΜΦϘ

βʻ

ⱲΤϣ ϒχיּפֿ ︣ χᶎ Ϭ ϤϘβʻ

ḩἰᴿˢ̔︠ˣ

ᶆᴿ

ḩ ⱧỘ

͚ͣ͡͞῝꜠ϯϸϳрЕχ

ᾝ ˢͧᾕ ˣ ḧ ˢͧ͐ ˣ ˢͧ͒ ˣ

͌Ὧ 5,000Ὧ

›ὓᵊ

◕ χ Ϭ ├τ ֳήδϥˮ◕ ℅

ᵓ˯χὋ ☼ם

ῲΜ χ◕ Υ╥ᴥπΦϥЌϳр

Ь˔ГϰрϽ

ῲ ԁ Ⱨ ῲ ᴿ

“ χ ớ σ῝ᵫρ◕ χ∞▀

πΚϥ῝ χ Ḛ
ԁ Ⱨ ᴿ

ˮ︣ ᾠ῎ẉό ʾЀЬвИϾ˔

Єдр ˯τṁξΨ☼├χ

ˢ σЀЬвИϾ˔Єдр︣ χ

ẉˣ˲™Ἷ ├͎˳

︣ יּ ᾏ ⱧỘ ΥΜ ♅ᴿ

ρσϥ ├

10,000Ὧ

͑ʽ ρ χΰ
ᴿˢ ᴿˣ ῲ ᴿ

ḩἰᴿ
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☼ם

ὓᵊ

19 142

19 142

19 142
├ᴿ

ˢͩ͘͞ ˣע
ІЫ˔ЕЄГϰ ⱧỘ

ḩ ⱧỘ ḩἰᴿˢ̔︠ˣ

̔ ῲ ᴿ

├ ᴿ

̒ʾ οχ◕ Ϭ ρΰθˮῲ

˯χếᴟ

ʾϞήΰΜ ῎χ︡ ᶈ

ʾ „℅χзИв˔ϯи

ῲ ԁ Ⱨ

︡ ‮ ʹˢ̒з˔ДϰрϽ‮ ˣ

6
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☼ם

ὓᵊ

1 2 8

2 2 8

3 3 9

4 4 17

5 4 18

ρσϥ ├

ʹ◕ ʾ ӽʾ ḧρχẶ τϢϥ“ Ὂְ

◙β◒ˢͧ͒ˣ

ᾝ ρᴿ

︡

͒ʽ θσ ὀχᾁ
ᴿˢ ᴿˣ ├ ᴿ

ḩἰᴿ ᶆᴿ

ӽϞꜛⱵ ḧʾḂ χ Ϭ Πθ σ ὀϞʺ ϬϘθΥϥ☼├χ

›τϢϤʺ“ ᴿ χᵔὨτΰΪο ῟ᴮΥ ϣϦοΜϘβʻ

ΣΞϙꜛⱵ ϼжϳЖẸṳᵓτΣΜοʺ ЄІГЭχẶ ẉόⱧ χ

Ặ ᴟʾ ᴟϬ τẶ Υ◐ϘμοΜϘβʻ

ᾉᵰχꜛⱵ ˢӠᵎ◕ʾṤ╦◕ˣρϜẶ χᴿ ᵔὨτΰΪθʺ ὀⱧỘϬ

ᵫΰοΜϘβʻˢ ϬᶋρΰθḢΊ☼├ʾῖיּ ϱрТжˣ

ḼỘϞ ᶘρχ ὀϞʺᵤᵰ ◕ρχῖ ϬᶨΤΰθ☼├Ϭ ΰϘβʻ

 ᵎ◕ πם☼βϥϢϤϜʺự ◕ Ϭ ᶨίρ Πθῲӽπχם☼τϢ

Ϥ῟ ᴟΥ ϦϥⱧỘτνΜοʺ ὀΰθ︡ Ϭ ϛϘβʻ

Ϭ Πθ“ ☼├χ ›τϢϤ ῀τⱧỘ῟ᴮϬ‰ϛϘβʻ

ᴮ◙

ʾḼᵊԁ Ⱨ

ˢ ᶘʾḼỘρχ ὀˣ

Мк˔м˔ϼ ᵎρχ ὀ ⱧỘכ◦

ḧ ˢͧ͐ ˣ ˢͧ͒ ˣ

͌Ὧ ͍͌Ὧ

ᵰ⁯ χԁᾕ ῢχְ֫ ⁯∑ᴟ ⱧỘ ├ ᴿ

̒ʾ ᶘρχ ᶧ ὀẸ χ῟ᴮϬ◕

ΣϢό◕ ḼỘτ ẉ

ʾ ḧḼỘρχήϣσϥ ὀˢẸ ˣ

τϢϥʺ ϣΰχˮל˯Ϭΰ

θσ ὀτϢϥ︡ Ὧ

︡ ‮ ʹˢ̒з˔ДϰрϽ‮ ˣ

ῢχ ὀʺԁᾕᴟχᾁ

ʾ “יּ ⱧỘ

ʾ “יּ ᶨ ᴟῖ ỲⱧỘ

ʾᵰ⁯ ⱧỘ

ʾ ᾂ ᴟ ⱧỘ

̔ ᶨḕẽᴿ

ᾂ ᴿ

├ ᴿ

├ ᴿ

ḩἰᴿˢ̔︠ˣḩ ⱧỘ

ʾḼᵊԁ Ὂ ˢӠᵎ◕ʾ ᵎ◕ʾṤ

╦◕ῲӽ ὀ Ẹṳᵓʺ ᵎ◕ʾᾰ

◕ῲӽ“ Ẹṳᵓˣ

›ὓᵊ

Ῥ ᴿ

ᾝ ˢͧᾕ ˣ

͎͌Ὧ

ự ◕ ρχῲӽ ὀ

ʹ“ ᴿ χẶ ᾆẕ

ʹ Ḭ ῀ ˢᾰ ◕ˣ

ʹ῝Ặῖ ˢΜάΤˣ
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☼ם

ὓᵊ

6 7 32

7 7 32

8 40

8 40

9 8
36

44

10 11 58

11 12 64

12 13 80

13 17 116

14 18 121

15 18 122

16 18
126

127

17 19 141

8

ḼỘρχ ὀτϢϥ ←Ẹ χ 

ḢΊḼᵊ ᴿ
ˮὲῴξΨϤ˯ρˮḢΊ˯χ ›τϢ

ϥˮϳϴиКІБ˔зЇЭ˯χ

̔ ♅Ӻ ├ᴿ

ᶨ◦כᴿ

ΥΜ ♅ᴿ

♅ᴿ

βάϞΤ◦כᴿ

◓Ӿο ├ᴿ

ᴪ ⱧỘχῲӽⱧ ộχᾁ ◕ ῖ ⱧỘ Ộ ọᴿ

ʾ כ◦ ⱧỘϒχӱ“

ⱧỘ

ʾ כ◦ ⱧỘ

ʾꜛ ⱧỘכ◦

ΣΨϞϙмрІЕАФϞ◓Ӿο◦כ

ῢχ ΰ
ԁ Ὂ Ⱨ ˢ ῢχ ΰ ˣ

◕ ᴿ

βάϞΤ◦כᴿ

◓Ӿο ├ᴿ

̔ ᾑ Ỳᴿ

♅ᴿ

ʾ ᶘ ὊְⱧ

ʾּזᵓễӾ ⱧỘ

ʾ ӽЀЬвИГϰ ⱧỘ

ʾ῝ ḬḚ ְ֫Ὂ

ЀЬвИГϰʾІϼ˔иˢ ӽְ֫Ẹ

ṳᵓˣρ ӽᶘ Ẹ ᶨ χ

̔ᶘ ễӾᴿ

ᵓễӾІЪ˔Бᴿזּ

ῲӽ ὀτϢϥὫₒ◦כχ ם Ὣₒ◦כⱧỘ ├ ᴿ

ḾṐḚ ᴿ

ʾ‰ ʺ◓Ӿοʺ ΥΜʺ₉ẖσς

ˮ ˯χ 

ʾˮ ϣσΜ◦כ ˯χם☼

˲™Ἷ ├͎˳

ԁḤễӾχᾁ
ᶎΤσᶘ ΰ ⱧỘ

ˢễᴬ ʺ ᶘ ˣ
ᶘ ễӾᴿ

︡ ‮ ʹˢ̒з˔ДϰрϽ‮ ˣ

ὀτϢϥ‰ ʺיּ ΥΜּיχ

ΦΥΜʺ▫ⱧξΨϤ˲™Ἷ ├͏˳

ʹʾᶘ  χ῝ Ḭτ αθ

ʹʹ
ᶘ ễӾᴿʾᶘ  ᶨ ⱧỘ

ʾ ◓ ḬⱧỘ

ʾ ḬЂ˔РІⱧỘ
ᵓễӾІЪ˔Бᴿזּ

ӽ ∙Ϭ ΤΰθϺазϯễӾχ Ỳχ ФкЅϴϼЕⱧỘ ᵓễӾІЪ˔Бᴿזּ

ʾ ╦ ḢΊи˔Е ⱧỘ

ḩ ⱧỘ ḩἰᴿˢ̔︠ˣ

ΥΜּי☼ Ặ ⱧỘ

ˢ ὀ Ộ Ӧ ˣ

Ộⱳ ∙ ⱢⱢỲⱧỘ

̔ ΥΜ ♅ᴿ

Ộ ọᴿ

ḬṐ χ ם

ʹʾᾰ ◕ρχ ὀ

←ᵲ ├ⱧỘ
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☼ם

ὓᵊ

1 9
50

51

2 19 135

3

19

15

19

135

92

140

ḩ ⱧỘ

ʾ ╣ЈϼЌ˔ τḩβϥ◙ ├

ʾ ╣ЈϼЌ˔ʾ∞ כ◦ χὊְ

ρᵠ χᶆ ộπχ ᵫ

ʾ ԁ ṁ τϢϥ∞ ⌠ ⱧỘ

ʾ῝Ặῖ ⱧỘ

ʾ͑͜ᶨ ЯДиⱧỘ

ᾝ ˢͧᾕ ˣ ḧ ˢͧ͐ ˣ ˢͧ͒ ˣ

ӽӺ χᶎ ρὊְὲ ᴟ
ʾ῝  ᵎ Ԛ Ỳ

ʾ ӽӺ ᶎ ├ⱧỘ
♅Ӻ ├ᴿ

̔∞ ᴿ

ЫКЅЮрЕ ע

ḩἰᴿˢ̔︠ˣ

̒ ṍ∞ ὓᵊτṁξΨӗ ΰθ∞

ְ֫

ᾝ ˢͧᾕ ˣᴮ◙ ͎

︡ ‮ ʹˢ̒з˔ДϰрϽ‮ ˣ

ᴮ◙ ͍

∞ ᴿ

̔ЫКЅЮрЕ ע

╣ЈϼЌ˔ Ḛᴿ

ʾ∞ Ḛ ԁ Ⱨ

ʾ“ ᵠᶗ –ʾ“ ᵠᶗ ὓᵊ

ⱧỘ

ᵓזּʹ χ ᴟτ ᴂπΦϥꜛ σ“ Ὂְ

ρσϥ ├

◙β◒ˢͧ͒ˣ

ᾝ ρᴿ

︡

∞ ᴿ

ЫКЅЮрЕ ʾᶆᴿע
͓ʽὲ σ∞ ְ֫χ

ᴿˢ ᴿˣ

ḩἰᴿ

←ᵲ χ χⱧ τ τ ᴂπΦϥ▫ ϙρʺПЕʾЯЛʾ∞ᾛʾ

ΥІЕАϼπΦοΜϘβʻ

τᾋ›μθ◦ ϬὸⱱΰФжϱЫз˔НжрІχỡ”Υ︡ϦοΜϘβʻ

◕χ∞ ệψʺὲ ᴟ ʺⱢỲ σς◙ ψ ᶓ ὲ σ

ϬӲⱱΰοΜϥϜχχʺ∞ ṁỲ χṁỲ ᶛψ ˑᾚ ΰοΣϤʺ

ԁ ᵓὓΤϣ ᵓὓʺḼỘᵓὓτ ᶛχⱢỲϬἣ βϥσςᾗΰΜ ệτΚ

ϤϘβʻ

╣ЈϼЌ˔Ϟ◕χ∞ כ◦ ψʺ ӽ χ ϣΰϬ◦ΠϥⱧỘϬ“Ξ

σ ᶤϬ Ξԁ ʺὊְΥ ΰΨӂᴟΰθ ›τψʺ◕χ∞ τ ⁭σֲ

ốϬẉϖβάρΥὼ ήϦϘβʻ

ṍ∞ ὓᵊτṁξΜοʺẍὣσּזᵓὊↄ χ ᴟϞ‰ ᴟχ τ

Ξּזᵓ χ ʺ◕χ∞ ְ֫ϒχֲốτ τ πΦϥϢΞ τ

ᾁ ΰʺὲ ∞ χӲⱱτ ϛϘβʻ

ρχ ᶓϞⱢ▀ʾ№ Ḛ σςτϢϥ ṍ σ♪ τθμθ∞

χ Ϭ“Μʺ ▄ ϒχᶨ τΰΪθ︡ Ϭ ϛϘβʻ

╣ЈϼЌ˔Ϟ◕χ∞ כ◦ χὊְ τϢϤṁ χếᴟϬ ϤϘβʻ

›ὓᵊ

89%ӟᴞ90%ӟᴞ90.1%

ˢͧ͒ ˣḧ ˢͧ͐ ˣ

Ὂ ◦ ˢԁ ᵓὓˣχᵠ

∞ ṁỲ▪‰χӲⱱ

28.6ᴑד 25ᴑדӟ 25ᴑדӟ
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☼ם

ὓᵊ

1 4 13

2 15 89

3 16 100

4 19 135

θσ∞ᾛᶎ ︣ χ Ὧ

ώϥήρ Ṅ Ỳᶛ

ᾝ ˢͧᾕ ˣ ḧ ˢͧ͐ ˣ ˢͧ͒ ˣ

1.5ᴑד 4.5ᴑד 5.5ᴑד

ρσϥ ├

ᵓזּʹ χ ᴟτ ᴂπΦϥꜛ σ“ Ὂְ

Ԍχ∞ᾛᶎ τ βϥӪ꜡Υΰ ΰʺ τ θσ∞ᾛχᶎ τΰΪθ

ᾋΥ ήϦʺ Τν῟ᴮ σ∞ᾛᶎ ├Ϭ ΰοΜϘβʻ

χꜛⱵ χ Ⱨ χ ӃϞ ḧ Τϣχ ӛϬ Ϊ Ϊϥ▫ ϙΥ

ήϦοΜϘβʻ

ЄГϰ˔Ј˔иІχ῟ᴮτϢϤʺώϥήρ Ṅ ỲᶛΥ ˑ ᴥΰοΜϘ

βʻ

› ⱧỘ№ “ṍḧχ ˢ ͒ ˣϬᾋ Πθ ├Ϭᾁ βϥ

ΥΚϤϘβʻ

῝ẶⱧỘτΣΪϥ ḧχ ӪῬ Ϟ῝Ặ Ђ˔РІχ Ϭ Ϥʺ ᾢρσ

ϥṛ χḜ Ϭᾁ ΰϘβʻ

χꜛⱵ Ϟ ḧ πχⱧ ʺϼжϳЖТϮрДϰрϽχᶨ σςʺ θσ

︣ χᾆẕτϢϤʺ σ∞ᾛᶎ ├χ Ϭᾁ ΰϘβʻ

͔ʽ θσ∞ᾛᶎ
ᴿˢ ᴿˣ ∞ ᴿ

ḩἰᴿ ᶆᴿ

◙β◒ˢͧ͒ˣ

ᾝ ρᴿ

︡

̒ḼỘ ώϥήρ

ῬỘ ⱧỘθσῬỘ χ

︡ ‮ ʹˢ̒з˔ДϰрϽ‮ ˣ ḩἰᴿˢ̔︠ˣḩ ⱧỘ

͎Ὧ ͑Ὧ

├ ᴿ

◕ὓᵊᴿ

ˢ ◕ṁ ˣע

ώϥήρ ⱧỘ

›ὓᵊ

ᴮ◙ ͍

ᴮ◙ ͎

∞ ᴿ

̔ЫКЅЮрЕ ע
∞ᾛᶎ ︣ χᾁ ʾ ӛ

“ ᵠᶗ –ʾ“ ᵠᶗ ὓᵊ

ⱧỘ

̔ ᴿ

◕ὓᵊᴿ
◕ὓᵊ ⱧỘˢ∞ᾛᶎ ˣ◕ὓᵊ χ τΰΪθᾁ

ᾝ ˢͧᾕ ˣ ḧ ˢͧ͐ ˣ ˢͧ͒ ˣ

͌Ὧ
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☼ם

ὓᵊ

1 19 3

17 109

17 110

3 18 117

18
118

119

18
118

119

5 18 132

6 19 139

ᴮ◙

︡ ‮ ʹˢ̒з˔ДϰрϽ‮ ˣ

2

◕ χӪᾋϞ Ϭ ϘΠθ

ᶘ ™ ὓᵊχ ϛ χᾋ ΰ
4

ᵓזּʹ χ ᴟτ ᴂπΦϥꜛ σ“ Ὂְ

͕ʽ῝ẶⱢ▀ЫКЅЮрЕχ
ᴿˢ ᴿˣ ЫКЅЮрЕ ע

ḩἰᴿ ῝ ∞▀ʾ῝Ặ☼ Ḛᴿ
ρσϥ ├

῝ ∞▀χ Ḛ Ϟ ԁ σ♪ τϢϥ ᾁ Υᶎ ΰם“ήϦοΜϘ

βʻ

῝Ặ☼ ›Ḛ ὓᵊτṁξΨ ᴟᵠ Ϟ☼ χ ›ᴟʾ ᴟʾᵔ

Υ ʺήϦ☼םτם ṍ Ḛ ЀІЕχ ᾚΥ ϣϦοΜϘβʻ

῝Ặ☼ Ϭ τḚ βϥθϛχ ԁ σṁ Υ ϛϣϦοΜϘδϭʻ

ӽρχ τϢϥ῝Ặ☼ χ› ᴟΥẐϛϣϦοΜϘβʻ

῝Ặ☼ Ϭ βϥθϛχ∞ᾛΥᾢϣϦοΦοΣϤʺͥ͛͞σςχḂ ὀ

︣ χ ΥẐϛϣϦοΜϘβʻ

῝Ặ☼ χ ᶨ τνΜοʺᾤˑχ χᴿ ΣϢό῝Ặ Ϟ

Ϭḯϛθ ḧᶨ χᾁ Ϭ“Μʺ ᶨ Ϭ ϛϥ ΥΚϤϘβʻ

῝Ặ∞▀χ σḚ χ▫ ϙϬ  ΰʺ῝Ặ☼ ›Ḛ ὓᵊτṁξΨ

“ Ϭ ΰϘβʻ“םτם

῝ ∞▀χΩ ᴟϞ ῟ᶨ τΰΪθṁ ʾи˔иϬᾁ ΰʺ ӽρχ

Ϭ ϘΠο› ᴟϬ ϛϘβʻ

῝Ặ☼ χ ʾְ֫τ θμοψʺͥͥͥ˗ͥ͛͞σςχḂ ὀ︣ Ϭ

αο ḧχ ӪῬ ϬΩ ᾢ︡Ϥ ϦϘβʻ

ḩἰᴿˢ̔︠ˣḩ ⱧỘ

῝Ặ☼ ӲⱱḚ Ὂ χ ᾚ

ᾝ ˢͧᾕ ˣ ḧ ˢͧ͐ ˣ ˢͧ͒ ˣ

˔ 3% 5%

ᾝ ρᴿ

̒ʾἋΦ῝Ặ☼ χ ›χ

ʾ῝Ặ☼ χṐ ʺ χΰ
“ ᵠᶗ ⱧỘ

̔ЫКЅЮрЕ ע

Ḛ∞ᴿ

ӽϸиГχᶨ τϢϥϽжрЖДЃ

ϱрχᾁ ˲™Ἷ ├͍˳

Ḽᵊԁ Ⱨ ˢϽжрЖДЃϱр 

ˣ
├ ᴿ

ʾᶘ χἋΦễעχᶨ Ϟˮ ᴿῇⱪ

ϼжУ˯ρˮ ᴿῇ◓ςϜễע˯χ

ὀ

ʾ ᴿῇⱪ ϼжУ◦כⱧỘ

ʾ ᴿῇⱪ ϼжУ ⱧỘ

︡

›ὓᵊ

ᴟὓᵊτṁξΨᶘ ☼ χ ╦ ᶘ  ᴟᵠ ⱧỘ ễӾ ᴿ

ʾ ™ ᾁ Ẹṳᵓְ֫ⱧỘ Ӿ ᴿה

ʾ™ ᾁ Ẹṳᵓְ֫ⱧỘ ễӾ ᴿ

◓Ӿο ├ᴿ

ᶘ ễӾᴿ

῝ ḬḚ ְ֫Ὂ ᵓễӾІЪ˔Бᴿזּ

ᴟὓᵊτṁξΨ Ӿ☼ χ ᶚ άςϜה ⱧỘ Ӿ ᴿה

◙β◒ˢͧ͒ˣ
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☼ם

ὓᵊ

1 19 139

2 19 139

3
10

19
˔

︡ ‮ ʹˢ̒з˔ДϰрϽ‮ ˣ

ᵓזּʹ χ ᴟτ ᴂπΦϥꜛ σ“ Ὂְ

10ʽ► χ ᴟρ῝ χᶎ
ᴿˢ ᴿˣ ЫКЅЮрЕ ע

ḩἰᴿ ῝ ∞▀ʾ῝Ặ☼ Ḛᴿ
ρσϥ ├

ᵵφ͏Τϣ͑ ḧᶖπ σ► χᾋ ΰϬם☼ΰʺ῝Ặ☼ Ϟ“

Ђ˔РІϬ βϥ◕ ρ ΰσΜ◕ χ χיּ Τϣᾁ Ϭ“Ξάρτ

ϢϤʺˮ◕ χ῝ ˯Ϭᶎ ΰοΜϘβʻ

› ӟ‭ẛ ӡπχ► ỲᶛΥ ήϦᾋ ΰΥ ϣϦοΜϘδϭʻ

◕πψ ԁΰθᾚ ṁ Υ ϘμοΣϣγʺ χᶈ σ֫ Ϟʺ ׃

χיּ Υᾚ ήϦοΜϥσςʺ Ỳ χӪṰΥﬞϩϦʺ יּ׃ χᾖ

ΤϣԄ ΰοΜϥϾ˔ІΥᾋϣϦϘβʻ

יּ׃ χᾖ τṁξΨ῝Ặ☼ ► χᾋ ΰϬᾁ ΰϘβʻ

ᾚ ṁ χᾋ ΰϬᾁ ΰϘβʻ

ᴞ ► χᾋ ΰϬ“ΜϘβʻ

ḩἰᴿˢ̔︠ˣḩ ⱧỘ

῝Ặ☼ ► χᾋ ΰ

◙β◒ˢͧ͒ˣ

ᾝ ρᴿ

ᴞ ► χᾋ ΰ ᴞ ᴿ

̒῝Ặ☼ ► χᾋ ΰʹ

῝Ặ☼ ᾚ ṁ χᾋ ΰ

ᴞ ⱧỘ

“ ᵠᶗ ⱧỘ ЫКЅЮрЕ ע

›ὓᵊ

︡

ᴮ◙ ᾝ ˢͧᾕ ˣ ḧ ˢͧ͐ ˣ ˢͧ͒ ˣ

☼ם ᾋ ΰχם☼ יּ׃ ῝ χᶎ
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☼ם

ὓᵊ

1 19 135

19 135

2

ρσϥ ├

◙β◒ˢͧ͒ˣ

ᾝ ρᴿ

︡

ᴮ◙

︡ ‮ ʹˢ̒з˔ДϰрϽ‮ ˣ

Ⱨ ⱧỘχᾋ ΰτϢμο ϙ ΰθ∞ᾛϞ ⱢᾛϬʺ︠ ☼├Ϟếᴟβ

ϓΦ τ τ πΦοΜϘβʻ

Ⱳ χ ϦϞ ᴟτ ΰθ“ Ђ˔РІχ ằΥẐϛϣϦʺ∞ᾛϞ ︣Ϭ

βϥ ΥΚϤϘβʻ

ṍ σ♪ πχ ᴮϬ ᴣΰʺ ӛ χםᾝ Ϭ‰ϛϥ︡ ϙϬᾆẕ

βϥ ΥΚϤϘβʻ

Ⱨ ⱧỘϞЂ˔РІ χלϞ ☼םʺ χ ᾁϬ“Μʺ“ χІзЭ

ᴟʾ῟ ᴟϬ ϤϘβʻ

θσᴿ τ ᴂβϥθϛʺ Ϭ ρδγʺỘ ФкЈІϬ͗ͥͧ

ˢРЅКІʾФкЈІʾзϵрЅИϯзрϽˣ︣ τϢϥ σᾋ ΰϬ

Ϥʺ ˢ∞ᾛʺⱲḧˣϬ ϙ ΰϘβʻ

ḩἰᴿˢ̔︠ˣḩ ⱧỘ

ІϼжАФτϢϥ∞ᾛᶎ ᶛ

ᾝ ˢͧᾕ ˣ ḧ ˢͧ͐ ˣ ˢͧ͒ ˣ

ʹ Ϭᾋ Πθ “ Ὂְ

11ʽⱧ ⱧỘχРиЖ̍ІϼжАФ
ᴿˢ ᴿˣ ЫКЅЮрЕ ע

ḩἰᴿ ᶆᴿ

›ὓᵊ

ʹʹʹʹʾ ▄ τΣΪϥⱧ ⱧỘ ᴣχ ῟ᶨ ρ ӛ

ЫКЅЮрЕ ע
ʾ ᴮ︠ṰϬṁ ρβϥ“ ᴣχם

☼

“ ᵠᶗ –ʾ“ ᵠᶗ ὓᵊ

ⱧỘ

̒͗ͥͧ︣ χᾆẕρ֫
“ ᵠᶗ –ʾ“ ᵠᶗ ὓᵊ

ⱧỘ ̔ЫКЅЮрЕ ע

├ᴿ

ῢ Ḛᴿ

0 ͏ᴑד ͑ᴑד

ӟᴞ ˣʾ ◓ τ ᴂβϥθϛχỘ ФкЈІʾ ᾋ ΰ

ʹʹʹʹʾ ︣ Φӛ τΣΪϥмрІЕАФᴟ
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☼ם

ὓᵊ

1 1 1

2 4 17

3 6 27

4 7 32

8 39

8 39

6 8 41

7 9 48

8 9 48

ӽ ᴟ∞ᶨ ⱧỘ

◙β◒ˢͧ͒ˣ

ᾝ ρᴿ

◊ ᴟ∞ᴿ

ḩἰṐḩϞḼỘρχ ὀτϢϥӺ ʺὲ

σςχД˔Ќ τṁξΨʺᴬᶘ

σὲῴξΨϤʺ χ︡

˲™Ἷʹ ├͏˳

ὲῴ ϬטωζΞⱧỘ βάϞΤ◦כᴿ

⁯ ὲῴ ᾑⱧỘ

ῇṍ‰ Ӻיּ ⱧỘ

︡ ‮ ʹˢ̒з˔ДϰрϽ‮ ˣ

5

ᵓễӾІЪ˔Бᴿזּ
ʾ ◓ ḬⱧỘ

ʾ ḬЂ˔РІⱧỘ
◓ ᾁ

♅ԁ ⱧỘ ♅ᴿ

ḩ ⱧỘ

ỸʾꜛⱵᵓʺꜛⱵ ọᵓᶨ τΣΪϥ

ͩ͘͞χ ớᶨ

ʹ Ϭᾋ Πθ “ Ὂְ

12ʽДЅЌиᴟτϢϥ“ Ђ˔РІχ

ΰ

ᴿˢ ᴿˣ ├ᴿ

ḩἰᴿ ᶆᴿ
ρσϥ ├

︡

ᴮ◙

ꜛⱵ ọῖ Ỳῖ ⱧỘ

РАϽД˔Ќχ ├ϒχᶨ

РАϽД˔ЌϬᶨ ΰθ῟ σᴿ ᵔὨϬ ϥρρϜτʺ ЄІГЭχ

ϼжϳЖᴟʾ ᴟϒχ ᴂϬ ϛϘβʻ

ЄІГЭ τϢϤʺЫϱЗрН˔ϸ˔Ж Ϭᶨ ΰθ“ ︣ Φχḛ

ᴟϞϷржϱрᴟϬ ϛϘβʻ

ͩ͘͞ ∙χӾ ʺДЅЌиᶊ₯ ├Ϭ βϥρρϜτʺ◕ Ặ χ∞▀

πΚϥ“ Ϭ τḚ ΰϘβʻ

Ϸржϱр︣ Ὧ

ᾝ ˢͧᾕ ˣ ḧ ˢͧ͐ ˣ ˢͧ͒ ˣ

0 ͍͎͌Ὧ ͎͌͌Ὧ

‰ χДЅЌиДНϱЖˢICTיּ

ᶊ₯ˣχᵔ

ᾑ Ỳᴿ

ΥΜ ♅ᴿΥΜּיˢⱪˣ ♅ԁ Ⱨ
ΥΜּיχͩ͘͞ ᶨ τϢϥ ϣΰχ

χΰל

›ὓᵊ

ДЅЌиᶨ ⱧỘכ◦
̔ ├ᴿˢICT

ˣע

Ḽᵊԁ Ⱨ ˢ ᶘʾḼỘρχ ὀˣ

ḩἰᴿˢ̔︠ˣ

̔ ├ ᴿ

├ᴿ

ˢͩ͘͞ ˣע

Ṫ ˢ͖͞ʾ͖ͧͥ ˣχ Ϟͩ͘͞χ ớ σᶨ τϢϤʺỘ ῟

Υ ΥϤ ԌΥ ᶋρσϥỘ τ ΰοΜϘβʻ

ЄІГЭτΣΜοϼжϳЖᴟΥ ϙʺ ᴟήϦϥάρπὊ ⌡ᾚΥ

ϣϦοΜϘβʻ

︣ χϷржϱрᴟτϢϤЂ˔РІχ Υΰ ΰʺⱧ Υ῟ ᴟή

ϦοΜϘβʻ

ͩ͘͞ χᶨ τϢϥ“ Ⱨ χ῟ ᴟϞⱧ ЀІЕχ⌡ᾚΥ πβʻ

Ϸржϱр Υᴦ σ︣ Φχ ЄІГЭʺם ᴂσςДЅЌиᴟϬ

βϥθϛχḕẽ Υ πβʻ

├ ᴿ

ˢ◕ ᶨ ˣע

◙ ᴟ∞χДЅЌи῝ᵫ



38 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☼ם

ὓᵊ

9 9 49

10 9 50

11 18 125

12 18 125

13 19 133

14 19
135

136

15 19
136

137

῝ χ Ḛ ˢ ◓ᴟ ᴂˣ ԁ Ⱨ

ʾ῝Ặ☼ τΣΪϥ ◓Ὠↄ

ʾϱрЌ˔КАЕ χם☼

︡ ‮ ʹˢ̒з˔ДϰрϽ‮ ˣ

̒ʾꜛ ᴟτϢϥ Ὧ ЀІЕ⌡ᾚ

ʾ“ ︣ ΦχϷржϱрᴟ

ʾІЫ˔ЕЄГϰ ⱧỘ

ˢRPAʾAI-OCRˣ

├ᴿ

ˢͩ͘͞ ˣע

ᴿ

ᾑρᵒῐχԁ ᴟⱧỘ

ᵒῐ ⱧỘ

ὲῴ ₰ⱧỘ

ͩ͘͞Ϭᶨ ΰθТйϱиЎϴАϼχ

ἴ ʺᶈ
βάϞΤ◦כᴿ

ICTᶨ ʺϷржϱр χᶨ ᾁ ӽӺ ᶎ ├ⱧỘ ♅Ӻ ├ᴿ

ʾІЫ˔ЕЄГϰ ⱧỘ
├ᴿ

ˢͩ͘͞ ˣע

ʾGIGAІϼ˔и  τϢϥICTễӾχ
ʾICTễӾḕẽ ⱧỘ

ʾІЫ˔ЕЄГϰ ⱧỘ

ˢ☼ ЄІГЭˣ

ʾ ḬЂ˔РІⱧỘ

ʾ Ḭ ЄІГЭⱧỘ

ʾ῝ ḬḚ ְ֫Ὂ

̔ ├ᴿ

ˢͩ͘͞ ˣע

Ḛ∞ᴿ

ᵓễӾІЪ˔Бᴿזּ

ᶘ ễӾᴿ

ʾ ӽͩ͘͞ϼжУχЯДи

ḩἰᴿˢ̔︠ˣḩ ⱧỘ
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☼ם

ὓᵊ

1 1 5

2 8 37

3 8 41

4 16 103

19 134

19 134

6 19 138

ᴿ
ʾ ԌχЀрФжϱϯрІӪ꜡χ

ʾ Ⱨ ᴣ χᾋ ΰ

ʾ ῟ᴮσςЀІЕḇᶐϬ τν

Ϊϥθϛχ ∙Ӿ

ʾ ӽτ ό β῝ ԌϬ◦כ

5

ρσϥ ├

◙β◒ˢͧ͒ˣ

ᾝ ρᴿ

︡

ᴮ◙

55%

ꜛᾪ χᵫ τ ớ τ︡Ϥ ϭπΜϥ Ԍχᶤ›

ᾝ ˢͧᾕ ˣ ḧ ˢͧ͐ ˣ

︡ ‮ ʹˢ̒з˔ДϰрϽ‮ ˣ

ԁ Ⱨ

├ ᴿ

ˢ◕ ᶨ ˣע
ӽ◦כ ЯДиⱧỘ̒◕ Ԍχ ӽᶨ σςχ╥ᴥ

ʹ Ϭᾋ Πθ “ Ὂְ

13ʽ ∙Ӿ χ ρ Ԍχ
ᴿˢ ᴿˣ Ⱨᴿ

ḩἰᴿ ᶆᴿ

∙Ӿ ṁ τἿΫϥˮ ◙β Ԍ ˯χםᾝρρϜτʺ ԌΥ ◙

β ΰ ϬẶ ΰʺ ᵬʾ έρχ ᶤϬᴮθβάρπ ϬΩ ᾢτ

ṉΰʺ◕ τṄϤ Ξ ὊְΥ“ϩϦοΜϘβʻ

ԌΥ ӽᶨ τ ớ τ╥ᵊΰʺ ӽᴿ ᵔὨχ ⱧּיρΰοḩϩμοΜ

Ϙβʻ

“ ᴿ τ βϥ σ ꜡Ϭ βϥ ∙χ Υ ớ τσήϦοΜϘ

βʻ

“ ᴿ χᵔὨτΰΪʺ ԌΥ ◙β ΰ ϬẶ βϥ ΥΚϤϘβʻ

ԌχЀрФжϱϯрІӪ꜡χ Ϟ ớ σІϺиϯАФχ︡ ʺ ӽᶨ

τẶτ︡Ϥ Ϛ Ϟ▫ ϙΥ πβʻ

“ ᴿ ʺ ӽᴿ ϒχ︡ τ ›ΰθ ∙Υ ΰοΜϘβʻ

Ⱨ ᴣ χ ᴣὫᴮχᶨ Ϭ ΰ χᶨ ᴟϬ ϤϘβʻ

ԌχЀрФжϱϯрІӪ꜡χ Ϭ ϤϘβʻ

Ԍχ ӽᶨ ϒχ╥ᵊϬ◦כβϥ▫ ϙϬ  ΰϘβʻ

Ԍχ ῟ᴮσςχЀІЕḇᶐϬếᴟΰϘβʻ

ḩἰᴿˢ̔︠ˣḩ ⱧỘ

70%30%

›ὓᵊ

ӽЫК˔Ѕа˔χ ∙Ӿ
ʾ ╦ ӽ◕ ЈрЌ˔ ⱧỘ

ʾ ӽ◕ ЈрЌ˔Ḛ Ⱨ

Ḛ∞ᴿ

├ ᴿ

Ṫ ʺ χṪ ∙χᶎ ρ

σ ∙Ϭ βϥ χ 

ˢͧ͒ ˣ

ˮ︣ ᾠ῎ẉό ʾЀЬвИϾ˔

Єдр ˯τṁξΨ☼├χ

˲™Ἷ ├͎ʾ͑˳

ΥΜ ♅ᴿ
ʾ︣ יּ ᾏ ⱧỘ

ʾ ΥΜּיˢⱪˣ ♅ԁ Ⱨ

Ⱨᴿ

├ ᴿ

◕ὓᵊᴿ

ˢ ◕ṁ ˣע

Ԍᾆ ⱧỘ

◕™ ʺ™ᵫ χ ᾋʺЛϳМϳϬ

ⱱν ḧ ∙χ
ˢᴠ ˣ ∙ᶎ ⱧỘ

Ⱨᴿ

ṛ Ԍ⅜ Ⱨ
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☼ם

ὓᵊ

1 19 134

2 19
135

136

3 19
136

137

4 19
134

140

ρσϥ ├

◙β◒ˢͧ͒ˣ

ᾝ ρᴿ

︡

ᴮ◙

Ԍᾆ ⱧỘ Ⱨᴿ

ʹ Ϭᾋ Πθ “ Ὂְ

14ʽ ԌχӪ꜡ᵠᶗρ Φ ᵠᶗ
ᴿˢ ᴿˣ Ⱨᴿ

ḩἰᴿ ᶆᴿ

Φ ᵠᶗχ τϢϤʺ σ Φ Υ︡Ϥ ϦϣϦʺ▫Ⱨρ ᶨχ

ˢм˔ϼʾжϱТʾНжрІˣχםᾝτϢϤʺ ԌχЯЎЦ˔Єдрρ ▀

Υΰ ΰοΜϘβʻ

Ⱨ ⱧỘϬ θτ ϙ Ϋϥάρτ Ϭ Μθ χ―Π Ϭᵠϛʺ︣

ꜛ Ϭᾋ β Ϭ τΰʺζχЎайрЅϬ ᴣβϥӪ꜡χ Ϭ ϥ

ΥΚϤϘβʻ

Ԍχ ⱲḧỠ Υῷ ᴟΰοΜϥỘ ΥΚϤϘβʻ

ˮ▫Ⱨρ ᶨχ ˢм˔ϼʾжϱТʾНжрІˣ˯χ ρˮỘ χᾋ

ΰ τϢϥ ▀ χΰ ˢϱЛЦ˔Єдрˣ˯Ϭ ρΰθ Φ ᵠᶗϬϢϤԁ

ϛοΜΨάρΥ πβʻ

Гйм˔ϼϞЂГжϱЕϷТϰІʺ Ⱳḧ σςʺ ϞⱲḧτ ᾢήϦ

σΜ σ Φ χḕẽ Ϭ ϛϘβʻ

͖͞ʾ͖ͧͥ χ τϢϤʺỘ χ῟ ᴟϬ ϤϘβʻ

ІЕйІЎϴАϼ χם☼τϢϥЮрЌиХиІϾϯϞ֫ Ḉχ σς

ԌχὲῴξΨϤτ︡Ϥ ϙϘβʻ

ḩἰᴿˢ̔︠ˣḩ ⱧỘ

ⱲḧᵰỠ ︣ χ⌡ᾚ

ᾝ ˢ͝͏͌ ˣ

︡ ‮ ʹˢ̒з˔ДϰрϽ‮ ˣ

›ὓᵊ

ʾ σ Φ χḕẽ

ʾГйм˔ϼχ

Ԍᾆ ⱧỘ

ὉЄІГЭḚ Ⱨ

̒ʾꜛ ᴟτϢϥ Ὧ ЀІЕ⌡ᾚ

ʾ“ ︣ ΦχϷржϱрᴟ

˲™Ἷ ├͍͎˳

ʾІЫ˔ЕЄГϰ ⱧỘ

ˢRPAʾAI-OCRˣ
├ᴿ

ˢͩ͘͞ ˣע

ʾ῝Ặ☼ τΣΪϥ ◓Ὠↄ

ʾϱрЌ˔КАЕ χם☼

˲™Ἷ ├͍͎˳

ʾІЫ˔ЕЄГϰ ⱧỘ

ˢ☼ ЄІГЭˣ

ʾ ḬЂ˔РІⱧỘ

ʾ Ḭ ЄІГЭⱧỘ

ʾ῝ ḬḚ ְ֫Ὂ

̔ ├ᴿ

ˢͩ͘͞ ˣע

Ḛ∞ᴿ

ᵓễӾІЪ˔Бᴿזּ

̔ Ⱨᴿ

├ᴿ

ˢͩ͘͞ ˣע

ḧ ˢͧ͐ ˣ ˢͧ͒ ˣ

͏͏͕ ˗ד ͍ ͏͎͌ ˗ד ͍ ͏͌͌ ˗ד ͍

ʾ ᵠᶗ◦כ
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☼ם

ὓᵊ

1

2 3 9

3 4 11

4 4 12

5 24

6 6
25

27

7 7 31

8 7 33

8 36

10 8 42

11 19
134

140

︡

ᴮ◙

︡ ‮ ʹˢ̒з˔ДϰрϽ‮ ˣ

5

9

ʹʹʹʹʹʾֿיּבτϢϥϘκξΨϤχ

ʹʹʹʹʹʾ ᵤ χ ◊ʾὂḢʾ Ϭ︢ϥθϛχ◦כ χ™ 

͑Ὧ ͍͌Ὧ

├ ᴿ

ʹʹʹʹʹʾӱ ʾ ├ ᴿ

ʹʹʹʹʹʾέϙ ΰ◦כ χ 
̔ ᶨḕẽᴿ

ˢͧ͒ ˣ

0

ʹ Ϭᾋ Πθ “ Ὂְ

15ʽФкЅϴϼЕЎ˔Э ꜠χᶨ
ᴿˢ ᴿˣ ├ ᴿ

ḩἰᴿ ЫКЅЮрЕ ע
ρσϥ ├

ʹʹʹʹʹʾϯ˔иʾУзвАЕϬᶨΤΰθ ᴟʾὛ χ

ΥΜ ♅ᴿ

ᵓễӾІЪ˔Бזּ̔

ᴿ

◙β◒ˢͧ͒ˣ

ᾝ ρᴿ

̒ФкЅϴϼЕЎ˔Э ꜠τϢϥ ├ ӛ
̔ ├ ᴿ

ЫКЅЮрЕ ע

ӟᴞ︡ ʾ“ χ ΰ
̔ ᶨḕẽᴿ

ᾂ ᴿ

“ ᴿ χᵔὨτΰΪʺ ᴅ σṳ τϢϤʺ Ԍχ ꜡ϞὊᾓϬ῟ᴮ

τᶨΤβ ├Ἱ ΥσήϦʺם“τӱήϦοΜϘβʻ

◕ И˔Їχ ᴟʺ ╛ᴟτϢϤ“ ᴿ χ › σᵔὨ├ΥẐϛϣϦο

ΜϘβʻ

ФкЅϴϼЕЎ˔Э ꜠τΣΪϥ ├ ӛτΣΜοψʺ Ϟ ᶤ χ

ᶎᴟʺ ᴣʾ ἎϬḯϛθᴿ Ϝ ϣΤτΰʺᾁ βϥ ΥΚϤϘβʻ

χ ộΤϣᴅ τ╥ᴥβϥФкЅϴϼЕЎ˔Эχ τϢϤʺ Ԍχ

꜡ϞὊᾓϬᶨΤΰθ ├ ӛϬ“ΜϘβʻ

ˮΩ χⱲḧπΩ χ῟ᴮ˯Ϭ βϥḢ ΤϣʺФкЅϴϼЕЎ˔Э ꜠

τϢϥᾁ ФкЈІϬΩ ᴟβϥθϛʺ Ⱨ Ϟְ֫ Ϭᾆẕʾᾁ ΰϘ

βʻ

ḩἰᴿˢ̔︠ˣḩ ⱧỘ

ФкЅϴϼЕЎ˔Э ꜠τϢϥ ├ ӛ

ᾝ ˢͧᾕ ˣ ḧ ˢͧ͐ ˣ

̔ ♅Ӻ ├ᴿ

ᶨ◦כᴿ

ΥΜ ♅ᴿ

βάϞΤ◦כᴿ

◓Ӿο ├ᴿ

›ὓᵊ

ʹʹʹʹʹʾгИН˔ЂиДЃϱрχ ♅Ӻ ├ᴿ

ʹʹʹʹʹʾ Φ ᵠᶗχ Ⱨᴿ

♅ᴿ

◊ ᴟ∞ᴿ

ʹʹʹʹʹʾּזᵓ χзϸйрЕễӾ
̔ Ῥ ᴿ

ᵓễӾІЪ˔Бᴿזּ

ʹʹʹʹʹʾ‰ ʺ◓Ӿοʺ ΥΜʺ₉ẖσςˮ ϣσΜ ῢ˯χ

ʹʹʹʹʹʾẶ ᵓτνΜοχזּ ᾆ ʾ▫ ϙξΨϤ
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☼ם

ὓᵊ

12 19 135

13 19 140

19 141

︡ ‮ ʹˢ̒з˔ДϰрϽ‮ ˣ ḩ ⱧỘ ḩἰᴿˢ̔︠ˣ

├ᴿ

ʹʹʹʹʹʾ θσ∞ᾛᶎ
∞ ᴿ

̔ЫКЅЮрЕ

♅ᴿ

ʹʹʹʹʹʾ◓Ӿο︣ ΦχᾋΠϥᴟᾁ

ʹʹʹʹʹʾΣΨϞϙмрІЕАФϞ◓Ӿο◦כ ῢχ ΰ

◕ ᴿ

βάϞΤ◦כᴿ

◓Ӿο ├ᴿ

ᾑ Ỳᴿ

14

ʹʹʹʹʹʾ ӽ ṁ ΚϤ ᾁ
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諮問・答申  

１ 諮問書 
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２ 答申書 
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３ 甲賀市行政改革推進委員会委員名簿 
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用語解説  

1
 共創（きょうそう） 

異なる立場や業種の人・団体等が協力して、新たな商品・サービスや価値観などをつくり出すこと。 

 

2
 縮充（しゅくじゅう） 

 人口が減少し、税収も縮小するなかにおいても、市民の生活を充実させる取り組みのことであり、縮小さ

せながら「質」を充実させて、温かい地域社会をつくること。行政の都合だけて集約化を進めるのではなく、

それぞれの対話のなかで、自分たちの未来をつくりあげることを表している。 
 

3 パブリック・コメント 

市の基本的な政策又は制度の策定にあたり、原案の段階で、その趣旨や目的、内容等を公表し、これ

らに対する市民の皆さんからご意見や情報、専門的知識の提出を受け、提出されたご意見等を考慮した

上で政策等の最終決定を行う制度。 

 

4 アウトソーシング 

市が実施している事務事業について、その全部又は一部を委託契約等により民間に委ねること。 

 

5
 経常収支比率 

 人件費、扶助費、公債費等の縮減することが困難な経常的経費に、市税、地方交付税等の一般財源収

入がどの程度充当されているかをみる指標であり、比率が低いほど財政構造の弾力性が高いことを示す。 

6 受益者負担 

特定の公共事業に必要な経費にあたるため、その事業によって特別の利益を受ける者が経費の一部

を負担すること。 

 

7 インフラ資産 

 インフラとはインフラストラクチャー（infrastructure）の略で、生活の基盤として整備された施設資産のこ

と。本大綱においては、道路、橋りょう、上水道、下水道、情報基盤を指す。 

 

8 ライフサイクルコスト  

施設の建設費用だけでなく、設計、施工、維持管理、補修、解体、廃棄に至るまでの全ての期間に要す

る総費用のこと。 

 
9

 働き方改革 

働く人々が、それぞれの事情に応じた多様な働き方を選択できる社会を実現する働き方改革を総合的に推

進するため、長時間労働の是正、多様で柔軟な働き方の実現、雇用形態にかかわらない公正な待遇の確保等

のための改革。「働き方改革を推進するための関係法律の整備に関する法律」が、２０１９年４月１日に施行さ

れた。 

                                                      



56 

                                                                                                                                                                                

10
 AI （Artificial Intelligence） 

人間の脳が行っている知的な作業をコンピュータで模倣したソフトウェアやシステムを指す。具体的に

は、人間の使う自然言語を理解したり、論理的な推論を行ったり、経験から学習したりするコンピュータプ

ログラムなどのこと。 

 

11
 ＲＰＡ（Robotic Process Automation） 

（ロボティック・プロセス・オートメーション）とは、人間がコンピュータを操作して行う作業を、ソフトウェア

による自動的な操作によって代替すること。主に企業などのデスクワークにおけるパソコンを使った業務

の自動化・省力化を行うもので、業務の効率化や低コスト化を進めることができる。   

 

12
 ＩＣＴ（Information and Communication Technology） 

 情報通信技術を指し、身近な事例としてＳＮＳやメールでのコミュニケーションが該当する。人、モノ、地

域、サービスなど様々なものを情報技術でつなげるスマートフォン、コンピュータ、インターネットのような

通信技術を利用した産業やサービスなどの総称。 

 

13
 Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０ 

科学技術基本法に基づく「第５期科学技術基本計画」（平成２８年１月２２日閣議決定）において提唱さ

れたコンセプトであり、「狩猟社会、農耕社会、工業社会、情報社会に続く、新たな社会」を指すもの。 

また、「超スマート社会」として「必要なもの・サービスを、必要な人に、必要な時に、必要なだけ提供し、

社会の様々なニーズにきめ細かに対応でき、あらゆる人々が質の高いサービスを受けられ、年齢、性別、

地域、言語といった様々な違いを乗り越え、活きいきと快適に暮らすことのできる社会」と定義している。 

 

14
 スマートシティ 

  ＩＣＴ等の新技術を活用し、都市の抱える課題の解決に取り組む、持続可能な都市や地域のこと。 
 

15
 ＢＰＲ（Business Process Re-engineering） 

ビジネスプロセス・リエンジニアリングとは、既存の業務プロセスを詳細に分析して課題を把握し、組織

や制度を抜本的に見直し、業務の本来の目的に向かって解決策を導き出すことにより、市民及び行政の

負担を軽減するともに、業務処理の迅速化、正確性の向上を図る取組。 

 

16 サテライトオフィス 

企業本社や官公庁、団体の本庁舎、本部から離れた場所に設置されたオフィスのこと。 

 

17
 新しい生活様式 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、身体的距離の確保、マスクの着用、手洗いといった感染

症対策を日常的に取り入れた生活様式のこと。 

 

18
 行政のフルセット主義 

文化、教育、福祉など公共サービス提供のための施設等を全て自らが整備し、保有していこうとする考え
方。 
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19 ＰＰＰ/ＰＦＩ 

ＰＰＰ（Public Private Partnership） 

  公共と民間事業者が連携して公共サービスを提供する手法で、公共から民間への業務委託、公設民

営方式（ＤＢＯ）、第三セクター等幅広い官民連携事業をさす。行政と民間がそれぞれお互いの強みを生

かすことによって、最適な公共サービスを実現し、地域の価値や住民満足度の最大化を図るもの。 

 

  ＰＦＩ（Private Finance Initiative） 

  民間資金とノウハウを活用して、公共施設等の設計、建設、整備、維持管理及び運営を行う手法。 

 

 
Ḳ  ṕớớớ/ớốỔ Ṗṡớớớ/ớốỔ Ṣ 

 

20 ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標：Sustainable Development Goals） 

２０１５年９月に国連で採択された、先進国を含む２０３０年までの国際社会全体の開発目標で、１７のゴ

ール（目標）とその下位の目標である１６９のターゲットから構成される。 

「誰一人として取り残さない（ leave no one behind）」社会の実現をめざし、経済、社会、環境をめぐる広

範な課題に統合的に取り組むための目標のこと。 
 

21
 リーディング項目 

計画全体をリーディングする（先頭に立って導く）誘導的な項目のこと。 


